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の
a
.
,
a
.
a
l
l
は
‘
,a
.
a
l
l
の
詩
題
に
「
前
部
」
に
よ
る
む
ね
を
注
す
る
と

a
が
「
声

・
術

・
懲

．
悼
」
を
押
韻
字
と
し
、

a
（
そ
の

g
)
に
対
す
る
、
い
わ
ゆ
る
依
部
の
作
（
下
西
苦
三
郎
「
奈
良

・
平
安
時
代
の
唱
和
詩
」
金
沢
大
学
国
語
国
文
五
号
）
。
さ
ら
に

⑱
は
、
二
首
と
も
に
「
年

・
四

・
天

・
玄
」
を
こ
の
順
序
で
押
畝
字
と
す
る
、

①
吉
野
に
遊
ぶ
作
a
と
そ
れ
に
対
す
る
和
1
a
a
l
l

ヽ
． 、．

い
わ
ゆ
る
次
部
の
作
と
見
る
こ
と
が
で
き
る

囚
・

⑪
・

⑮
・

①
．

s
．

的
・
似
•

岡
な
ど
の
諸
群
あ
る
い
は
そ

の
一
部
に
、
必
然
の
か
力
わ
り
を
想
定
で
き
る
例
が
相
当
に
あ
る
で
あ
ろ
う
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

「
上
代
日
本
文
学
と
中
国
文
学
」
下
）
。
こ
れ
ら
の
ほ
力
‘

た
と
え
ば
、

慎
風
藻
は
、
作
者
別
・
時
代
順
に
作
品
を
ま
と
め
て
収
載
す
る
方
針
で
編
ま
れ
て
し
る
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
詩
の
作
ら
れ
た
具
体
的
な

場
の
情
況
を
あ
か
ら
さ
ま
に
伝
え
る
面
に
乏
し
い
。
し
か
し
、
必
然
の
カ
カ
わ
り
を
想
定
し
う
る
類
題
の
作
が
少
な
か
ら
ず
と
ど
め
ら
れ

（
小
島
憲
之

⑱
五
八
年
の
四
の
作

y
‘
 

,
＂r
 

こ
の
一
例
と
は
反
対
に
、
右
に
は
、

必
然
の
か
か
わ
り
を
認
め
る
べ
き
例
も
含
ま
れ
て
い
る
。

も

っ
と
も
見
や
す
い
も
の
を
あ
げ
れ

る
可
能
性
を
完
全
に
否
定
す
る
も
の
で
は
な
い
に
し
て
も
、

同
一
の
座
に
つ
ら
な
る
作
で
は
あ
り
え
な
い
こ
と
を
示
し
て

反
し
て
、

こ
の
様
態
は
、

上

代

の

詩

苑

と
あ
り
、

二
首
が
同
日
の
宴
に
お
け
る
作
で
あ

b
の
詩
が
そ
れ
に
応
じ
て
四
韻
八
句
で
あ
る
の
に

... 
/‘ 
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上

代

の

詩

苑

模
様
）

仰）
て
い
る
ら
し
い
と
す
れ
ば
、
上
代
の
詩
作
の
場
を
う
か
が
う
鍵
の
―
つ
は
、
ま
ず
、

こ
の
よ
う
な
観
点
に
た
っ
と
き
、
と
り
わ
け
無
祝
で
き
な
い
詩
群
の
一
っ
と
し
て
、
⑱
群
、
長
王
宅
に
お
け
る
新
羅
使
翌
応
の
詩
群
を

あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
岡
に
属
す
る
類
題
の
十
首
（
a

．b
.
c
.、
す
ぺ
て
五
言
八
句
）
は
、

タ
」
な
ど
に
く
ら
べ
て
、

時
と
い
い
場
と
い
い
、
あ
る
程
度
ま
で
具
体
的
に
限
定
さ
れ
て
お
り
、
十
首
の
な
か
に
は
、
席
を
同
じ
く
し
て

て
、
そ
れ
だ
け
多
く
の
示
唆
を
与
え
て
く
れ
る
で
あ
ろ
う
こ
と
が
期
待
で
き
よ
う
。
上
代
人
の
詩
作
の
場
、
上
代
の
詩
苑
の
考
察
を
こ
こ

ろ
み
る
に
あ
た
っ
て
、
ま
ず
は
岡
の
類
題
十
首
に
注
目
す
る
ゆ
え
ん
で
あ
る
。

二
つ
の
詩
序

⑱
群
、
長
屋
王
の
邸
宅
に
お
け
る
新
羅
使
翌
応
の
宴
に
か
か
わ
る
十
首
に
は
、
詩
序
を
有
す
る
作
が
二
つ
あ
る
。
閾
山
田
三
方
の
作
と

飼
下
毛
野
虫
麻
呂
の
作
で
あ
る
。
前
者
を
圃
、
後
者
を
四
と
略
称
し
て
、

五
言

秋
日
於
二
長
王
宅
る
杢
新
羅
客
―

一
首
井
丘
序

そ
の
本
文
を
示
せ
ば
つ
ぎ
の
と
お
り
で
あ
る
。

君
王
以
二
敬
愛
之
沖
衿
ー
、
広
闘
二
琴
樽
之
宜
―
°
使
人
承
＿
一
敦
厚
之
栄
命
ー
、
欣
戴
二
鳳
鸞
之
儀
ー
。

於
后
平
、
琳
瑯
満
＞
目
、
謡
栢
充
レ
筵
。
玉
俎
難
レ
華
、
列
二
星
光
於
煙
硲
―
°
珍
羞
錯
レ
味
、
分
二
綺
色
於
霞
帷
＿
。
羽
爵
騰
飛
、
混
二
賓
主

於
浮
蟻
ー
。
研
談
振
発
、
忘
二
費
賤
於
窓
難
＿
。
歌
塁
落
＞
塵
、
郵
曲
与
二
巴
音
揺
祉
密
。
笑
林
開
＞
柄
、
珠
輝
共
え
限
彩
＿
相
依
゜

子
レ
時
、
E

蹄
凝
二
晏
序
ー
、
風
転
二
商
郊
―
°
寒
蝉
唱
而
柳
葉
瓢
、
紺
厖
度
而
薩
花
落
。
小
山
丹
桂
、
流
二
彩
別
愁
之
篇
ー
。

二、

制
作
さ
れ
た
も
の
が
少
な
く
な
い
と
予
想
で
き
る
面
が
大
き
い
。

と
い
う
こ
と
は
、

（
総
論
）

七 長
坂
紫
蘭
、

（
宴
席
の

詩
作
の
場
を
さ
ぐ
ろ
う
と
す
る
こ
こ
ろ
み
に
対
し

こ
の
点
に
求
め
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

た
と
え
ば
⑧
「
侍
宴
（
応
詔
）
」
や
的
「
七
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で
あ
る
。

モ
チ
テ

請
写
二
西
園
之
遊
ー
、
兼
陳
二
南
浦
之
送
―°
含
レ
舌
歪
振
レ
藻
、
式
賛
＿
一
高
風
二
五
爾
゜

五
言

秋
日
於
二
長
王
宅
る
委
新
羅
客
―

夫
秋
風
已
発
、
張
歩
兵
所
コ
以
思
乙
帰
°
秋
気
可
＞
悲
、
宋
大
夫
於
レ
芸
筍
＞
志
゜

遊
、
相
遇
者
慎
而
忘
レ
返
。
況
乎
皇
明
撫
レ
運
、
時
屈
二
無
為
ー
。
文
軌
通
而
華
夷
拿
二
欣
戴
之
心
＿
、
礼
楽
備
而
朝
野
得
二
歓
娯
之
致
＿
o

長
王
以
二
五
日
休
暇
—‘

披
二
屈
閣
一
而
命
二
芳
筵
―
°
使
人
以
二
千
里
覇
遊
l ‘

俯
二
厨
池
一
而
沐
二
恩
囲ー 。

於
レ
是
、
彫
俎
燥
而
繁
陳
、
羅
煎
紛
而
交
映
。

酎
―
°
琴
徊
左
右
、
言
笑
縦
横
。
物
我
両
忘
、
自
抜
ー
ー
宇
宙
之
表
―
°
枯
栄
雙
述
、
何
必
竹
林
之
問
。

此
日
也
、
淫
暑
方
レ
間
、
長
皐
向
レ
晩
。
寒
霙
千
硲
、
涼
風
四
域
。
白
が
路
下
而
南
存
粛
、
査
姻
生
以
北
林
謁
。
耶
也
樹
也
、
揺
浴
之
興

緒
難
レ
窮
。
船
分
詠
分
、
登
臨
之
送
帰
易
＞
遠
。
加
以
物
色
相
召
、
姻
殴
有
二
奔
命
之
場
ー
。
山
水
助
レ
仁
、
風
月
無
二
息
肩
之
地
ー
。

（陶
El
の
娯
）

請
染
ら
翰
操
レ
紙
、
即
レ
事
形
巳
言
。
飛
二
西
似
之
華
篇
一
、
継
二
北
梁
之
芳
詢
1

0

人
探
こ
字
ー
、
成
者
先
出
。

雨
•

四
二
つ
の
詩
序
に
は

、

ま
ず
、
構
成
に
つ
い
て
言
え
ば
、

と
い
う
四
段
の
構
成
で
叙
辻
を
進
め
て
お
り
、
な
お
か
つ
、

eの
は
じ
め
に
は
「
於
后
JE
」
（
か
く
し
て
、
こ
う
い
う
次
第
で
、
の
音
i

)

と
い
う

（乙）
狂
忌
四
於
叙
志
之
場
＿
o

（
陶
目
の
尿
）

コ
コ
ニ

散
二
酸
同
心
之
粟
＿
。
日
云
器
失
、

上

代

の

詩

苑

一
首
井
＞
序

芝
蘭
四
座
、

い
く
つ
か
の
共
通
点
が
認
め
ら
れ
る
。
と
り
わ
け
て
注
目
す
る
ぺ
き
点
は
、
構
成
の
近
似
と
用
語
の
類
同

圃

．
3
と
も
に
「

e総
論
（
発
端
）
↓
⇔
涵
席
の
校
様
↓
呂
繭
［
の
晟
↓

“"ィ

月
将
＞
除
焉
。

去
己
百
公
而
引
二
君
子
之
風
ー
。

賦
得
ー
ー
前
字

酔
レ
我
以
二
五
千
之
文
＿
‘

鋏
則
歳
光
時
物
、

（
結
び
）

既
舞
コ
踏
於
飽
徳
之
地

ー。

結
び
（
作
詩
の
勧
誘
）
」

（
結
び
）

好
レ
事
者
竹
而
可
＞
憐
゜

祖
餞
百
壺
、
敷
二
-
寸
一
而
酌
諏
以
人
之

（宴
席
の
模
様
）

（
総
論
）

八

勝
地
良

博
＞
我
以
二
三
百
之
什
-‘

且
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上

代

の

詩

苑

斉
州
ー
序
」
「
秋
日
宴
二
山
庭
ー
序
」
「
江
浦
観
ら
魚
宴
序
」
な
ど
。
正
倉
院
巻
子
本
）

な
ど
。
正
倉
院
巻
＋
本
）
な
ど
か
ら
学
ん
だ
ら
し
い
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
古
典
大
系
）
。

も
、
そ
れ
ら
は
こ
う
し
た
内
容
を
つ
づ
る
際
の
一
種
の
き
ま
り
文
句
で
あ
っ
た
ら
し
い
ふ
し
が
あ
る
。
そ
の
一
っ

第
一
の
楷
成
の
近
似
に
つ
い
て
は
、

が
あ
る
。

考
慮
し
て
お
い
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

の
」
と
説
い
て
い
る
。
「
自
家
の
詩
に
弁
し
た
る
も
の
」

ま
た
、

な
ら
ば
、
二
つ
の
詩
序
は
、

九

「
欣
戴
」
を
見
る
に
、

第
二
の
用
語
の
近
似
に
つ
い
て

な
ど
に
散
見
す
る
こ
と
、
ま
た
、
段
落
の
は
じ
め
に
「
於
后
是
」

見
る
と
お
り
の
四
段
構
成
が
初
暦
王
勃
の
詩
序

一
往
、

と
す
る
の
に
は
、

は
、
⑱
の
十
首
を
同
じ
折
り
の
作
と
見
る
立
場
か
ら
、
二
つ
の
詩
序
も
同
一
の
席
の
も
の
と
し
て
、
と
も
に
「
自
家
の
詩
に
弁
し
た
る
も

そ
れ
ぞ
れ
の
序
の
結
び
に
「
請
」
云
々
の
語
が
あ
っ
て
同
座

す
る
）
々
に
呼
び
か
け
る
か
た
ち
を
涵
呈
し
て
い
る
点
か
ら
従
い
に
く
い
。
だ
が
、
二
つ
が
同
一
の
席
を
も
つ
可
能
性
だ
け
は
、

と
こ
ろ
が
、
右
に
ふ
れ
た
構
成
と
用
語
の
近
似
を
も
っ
て
た
だ
ち
に
二
つ
の
詩
序
に
―
つ
の
席
を
想
定
す
る
の
に
は
、
い
さ
さ
か
問
題

（
「
王
勃
於
二
越
州
永
興
県
李
明
府
（
宅
）
一
送
品
屈
一
＿
＿
還
ニ

「
子
レ
時
」
「
此
日
也
」
な
ど
の
語
を
措
く
こ
と
も
同
じ
く
王
勃
の
詩
序
（
「
上
巳
浮
＞
江
燕
序
」
「
楽
五
席
宴
群
公
ー
序
」
「
晩
秋
遊
武
権
山
寺
ー
序
」

ふ
た
つ
な
が
ら
同
一
の
席
に
提
示
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

岡
田
正
之

人
長
屋
王
の
英
姿
を
喜
び
拝
す
る
意
、
g
で
は
天
子
の
徳
を
喜
び
戴
く
意
）

、

の
ご
と
く
同
語
あ
る
い
は
類
語
を
用
い
て
お
り
、
こ
の
点
で
も
二
つ
の
詩
序
は
す
こ
ぶ
る
近
似
す
る
。

『
近
江
奈
良
朝
の
漢
文
学
』

c
宴
席
の
模
様
で
は
向
「
玉
俎
離
＞
華
」
、

接
続
の
こ
と
ば
を
措
き
、
R
に
入
る
に
際
し
て
は
「
子
＞
時
」
あ
る
い
は
「
此
日
也
」

接
続
の
こ
と
ば
を
用
い
、
⑲
で
は
「
詰
」
云
々
と
参
会
者
に
呼
び
か
け
て
い
る
な
ど
、
近
似
の
度
合
い
が
か
な
り
大
き
い
こ
と
が
知
ら
れ

る
。
ま
た
、
用
語
に
つ
い
て
言
え
ば
、
右
に
ふ
れ
た
「
於
＞
是
」
な
ど
の
ほ
か
に
、
た
と
え
ば

e総
論
で
は
「
欣
戴
」

（
向
に
お
い
て
は
主

s
「
彫
俎
換
而
繁
陳
」

（i
長
を
の
べ
る
こ
の
時
、
こ
の
日
に
、
の
意
）

と
い
う
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妓
武
王
ー
。
四
逹
曰
、
戴
奉
也
。
（
後
茂
張
衡
「
東
京
賦
」
「
文
選
」
三
）

の
ご
と
く
歴
史
的
事
実
を
述
べ
る
例
を
は
じ
め
、
さ
ら
に
現
前
の
主
君
へ
の
賛
美
を
こ
め
る
用
い
か
た
を
見
せ
る
、

0

0

 

況
茂
勲
格
二
子
皇
天
ー
、
清
輝
光
二
子
四
海
―
°
蒼
生
顕
然
、
莫
＞
不
二
欣
戴
ー。

な
ど
の
例
も
あ
り
、
当
面
の
用
例
も
こ
う
し
た
使
い
か
た
に
学
ん
だ
も
の
で
、
と
く
に
問

．
S
の
必
然
的
な
か
か
わ
り
を
意
味
す
る
も
の

と
は
言
い
に
く
い
。
「
玉
俎
離
レ
華
」
「
彫
俎
換
而
繁
陳
」
に
つ
い
て
は
、

0

0

 

八
珍
羅
主
俎
、
九
産
湛
二
金
胆
ー
。
（
隋
劉
端
「
和
初
春
｛
色
東
堂
応
＞
令
」
「
初
学
記
」
十
四
、
礼
部
下
、
巽
器
）

0

0

 

瑣
庖
列
湛
、
玉
俎
馴
芳
。
（
王
勃
「
秋
晩
什
ー
（
汁
＿
＿
那
西
池
宴
餞

i

九
朧
柳
明
府
ー
序
」
正
倉
院
巻
子
本
）

0

0

 

瑶
胆
間
勁
、
玉
姐
駈
羅
。
（
王
勃
「
江
浦
観
＞
魚
宴
序
」
正
倉
院
巻
子
本
）

八
珍
盈
厖
俎
‘
綺
肴
紛
錯
重
。
（
李
善
注
）
荘
子

（逹生
筒
）
日
、
祝
宗
人
説
レ
銑
曰
、
汝
笑
悪
レ
死
、
吾
将
＞
加
二
汝
肩
尻
乎
彫
俎
之
上
ー
。

△

0
 

与
ー
ー
公
談
書

（
文
遥
四
十
二
）

曰
、
繁
俎
綺
錯
、
羽
爵
飛
騰
。
（
宋
飽
照
「
数
詩
」
「
文
選
」
三
十
）

こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
問
と
四
と
の
近
似
は
、
両
者
が
共
通
の
知
識

・
教
社
を
背
景
に
し
て
つ
づ
ら
れ
て
い
る
ゆ
え
の
結
果
と
捉

え
る
べ
き
も
の
で
あ
っ
て
（
小
島
憲
之
「
上
代
日
本
文
学
と
中
国
文
学
」
下
参
照
）

、

重
を
要
す
る
で
あ
ろ
う
。
も
っ
と
も
、
向
か

3
の
い
ず
れ
か
が
一
方
を
学
ん
だ
上
の
述
作
だ
と
い
う
こ
と
も
考
え
ら
れ
ぬ
こ
と
で
は
な
か

ろ
う
。
だ
が
、
そ
れ
に
し
て
も
、
右
に
考
察
し
た
と
こ
ろ
か
ら
す
れ
ば
、

り
え
た
可
能
性
が
む
し
ろ
考
慰
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
共
通
点
を
こ
と
さ
ら
に
強
調
す
る
に
は
あ
た
ら
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

な
ど
、
い
っ
そ
う
そ
の
用
例
に
事
欠
か
な
い
。

上

（
炎
）

百
姓
弗
レ
能
＞
忍
、

代

の

是
用
息
二
肩
於
大
漢
＿‘

詩

苑

同
一
の
席
の
ゆ
え
に
実
現
さ
れ
た
と
す
る
に
は
な
お
慎

而
欣
n
裁
高
祖
―
°
善
曰
、
国
語
（
閲
品
上
）
曰
、
祭
公
謀
父
曰
、
商
王
大
悪
、

（
晋
劉
現
「
勧
進
表
」
「
文
選
」
三
十
七
）

庶
民
不
＞
忍
、

1
0
 

応
狼

欣コ

そ
う
し
た
相
互
関
係
を
想
定
し
な
く
て
も
か
く
の
ご
と
く
つ
づ
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上

代

の

詩

て
い
る
（
諸
注
）
。

れ
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
を
悲
し
み
（
世
良
亮
一

0

0

 

中
「
燕
会
」
な
ど
）
が
「
長
坂
」
の

散
叢
同
心
之
蕊
゜

Kn] 

T

夕

る
。
問
題
に
な
る
部
分
を
示
せ
ば
、

「
秋
蘭
」
を
も
ち
出
し
て
兄
曹
不
―

ま
た
、

一
方
、

S
は
、

一
方
、

こ
こ
に
い
さ
さ
か
注
意
す
る
べ
き
こ
と
が
あ
る
。

「秋」

に
も
引
く
。

秋
の
景
を
叙
し
つ
つ
、

楚
宋
玉

0

0

0

 

0
 

登
＞
山
臨
＞
水
分
送
も
将
＞
婦
」

(「楚

魏
曹
植
「
公
諾
詩
」
（
「
文
選
」
二
十

・
「
芸
文
類
衆
」
礼
部

向
の
季
節
と

S
の
季
節
と
が
微
妙
に
ず
れ
る
ら
し
い
点
が
そ
の
―
つ
で
あ

つ
ぎ
の
と
お
り
で
あ
る
。

問
子
レ
時
、
涵
凝
二
晏
序
ー
、
風
転
二
商
郊
―
°
寒
蝉
唱
而
柳
葉
瓢
、
箱
應
度
而
産
花
落
。
小
山
丹
桂
、
流
二
彩
別
愁
之
篇
ー
。
長
坂
紫
闇
、

S
此
日
也
、
浩
暑
方
＞
間
、
長
皐
向
＞
晩
。
寒
雲
千
徹
、
涼
風
四
域
。
白
蕗
下
而
南
亭
粛
、
蒼
姻
生
以
北
林
謁
。
草
也
樹
也
、
揺
落
之
興

緒
難
レ
窮
。
胆
分
詠
分
、
登
臨
之
送
帰
易
＞
遠
。

0

0

 

側
は
、
秋
の
景
に
寄
せ
つ
つ
、
淮
南
王
小
山
「
招
二
隠
士
―
」

゜

（「
楚
辞
」

十
ニ

・
「
文
選
」
三
十
三
な
ど
）
が
山
中
に
桂
を
手
折
り
つ
つ
志
高

＜
滝
留
す
る
隠
士
を
招
い
た
の
を
ふ
ま
え
て
、
長
王
宅
の
山
斎
に
集
う
新
羅
の
使
人
と
君
子
の
契
り
を
む
す
ん
だ
ば
か
り
な
の
に
は
や
別

「
懐
風
藻
詳
釈
」
な
ど
参
照
）

、

僚
慄
分
若
下
在
二
遠
行
—
‘

（
魏
文
帝
）
の
公
宴
に
お
け
る
君
子
同
心
の
楽
し
み
を
述
べ
た
の
を

注
1

ふ
ま
え
て
、
長
王
宅
の
宴
を
た
た
え
て
い
る
（
大
野
保
「
懐
風
藻
の
研
究
」
な
ど
参
照
）
。

〇

△

0

0

「
九
弁
（
そ
の
一
）
」
の
「
悲
哉
秋
之
為
レ
気
也
。
爾
葱
分
草
木
揺
落
而
変
衰
、

辞
」
八

・
「文
選
」
三
十
三
。
ま
た
、
晋
溜
岳
「
秋
興
賦
」
「
文
選
」
十
三
に
も
こ
れ
を
引
く
部
分
が
あ
る
）
を
ふ
ま
え
て
、
新
羅
使
送
別
の
心
を
述
べ

（「芸
文
類
衆
」
歳
時
上

以
下
同
し
）

こ
の
部
分
に
お
い
て
、
ま
ず
問
は
、
「
篠
凝
二
晏
序
ー
、
風
転
二
商
郊
―
°
寒
蝉
唱
而
柳
葉
諷
、
霜
艇
度
而
蓋
花
落
。
」
と
秋
の
景
を
描
く
。

O

A

0

△
 

「E
臨
凝
二
晏
序
ー
、
風
転
二
商
郊
ー
。
」
は
、
『
礼
記
』
月
令
「
孟
秋
之
月
、
・
・
・
涼
風
至
、
白
蕗
降
。
」
（
「
芸
文
類
衆
」
歳
時
上
「
秋
」
に
も
引
く
。
以

下
伺
じ
）
、
『
汲
琢
局
t
』
』
時
訓
解
「
立
秋
之
日
、
涼
風
至
。
又
五
日
、
白
涵
降
。
」

.. ，．̂-_ 

ゃ
，-
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秋
の
景
を
描
く
と
読
む
こ
と
が
で
き
る
。

日
宴

l

山
庭
＿
序
」
正
倉
院
巻
子
本
）

な
ど
の
例
が
あ
る
。

こ
う
し
て
、

葉
」
は
、
『
世
説
新
語
』

（言
語
）
に
、

0

0

△
 

秋
風
発
二
微
涼
＿、

寒
蝉
鳴
二
我
側
ー。

0

0

△
 

つ
づ
く
「
寒
郷
」
も
、
『
礼
記
』
月
令
「
孟
秋
之
月
、・・・
寒
蝉
鳴
、
脱
乃
祭
后
栂
。
」
、
『
汲
家

0

0

△
 

周
書
』
時
訓
解
「
立
秋
之

n…
、
又
五
日
：．、

又
五
口
、
寒
蝉
鳴
。
」
な
ど
を
は
じ
め
、
魏
前
植
「
贈
二
白
馬
王
彪
二
首
」

な
ど
に
よ
っ
て
、
初
秋
の
景
と
見
ら
れ
る
。

四
）
の
例
、 上

代

の

詩

苑

（李
善
注
）

唱
諒
也
。
発
二
歌
句
一
也
。
先
也
。
在
ニ
ロ
部一。

」
云
々
（
口
部
は
伝
存
せ
ず
）
と
あ
る
よ
う
に
、

「
箱
脱
度
而
蔵
花
落
」
中
秋
か
ら
晩
秋
に
わ
た
る
景
と
見
ら
れ
る
。
腑
に

つ
い
て
は
、

△

0

△

0

ス
．
ス
メ

令

「仲
秋
之
月
、
…
盲
風
至
、
泊
脱
来
…
。
季
秋
之
月
、
…
泊
艇
来
賓
、
爵
入
二
大
水
一
為
レ
蛤
。
」

、
『
汲
家
周
書
』
時
訓
解
「
白
露
之
日
、

湧
厖
来
・:。

寒
露
之
日
、
鴻
應
来
賓
。
」
な
ど
を
は
じ
め
、

0

0

サ
ル

感

愈

難
之
早
晨

、
憐
二
霜
厖
之
違
品
唸
（
宋
飽
照
「
舞
鶴
賦」

r
文
選
」
十
四
）

0

0

 

寂
莫
風
蝉
至
、
連
圃
涵
雁
来
。
山
棠
紅
葉
下
、
岸
菊
紫
花
開
。

そ
れ
に
対
し
て
、

つ
づ
く

ま
‘

I
h
"
 

（
盛
唐
陰
行
先
「
和
二張
燕
公
湘
中
九
日
登
各
向
」
）

な
ど
、
お
よ
そ
中
秋
か
ら
晩
秋
の
も
の
と
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
ま
た
、
「
藍
花
」
は
、

ロ
を
き
っ
て
う
た
い
始
め
る
意
。

0

0
 

察
畠
月
令
章
句
日
、
寒
蝉
応
レ
陰
而
嗚
、
鳴
則
天
涼
、
故
謂
二
之
寒
蝉
＿
也
。

『礼
記
』
月

（「文
選
」

二
十

な
ど
、
お
よ
そ
初
秋
の
景
物
と
し
て
詠
ま
れ
る
こ
と
が
多
い
。
「
寒
郷
唱
」
の
「
唱」

は
、
原
本
系
『
玉
篇
』

に
「
謁

…
字
古
或
唱
字
也。

ま
た
、
「
柳

顧
悦
与
二
簡
文
面
炉
年
、
而
髪
蚤
白
。
簡
文
日
、
卿
何
以
先
白
。
対
曰
、
蒲
柳
之
姿
、
望
＞
秋
而
落
。
松
栢
之
質
、
経
＞
霜
彊
茂
゜

0

0

 

と
あ
る
よ
う
に
、
諸
樹
に
先
が
け
て
落
葉
す
る
も
の
と
さ
れ
、
「
向
時
朱
夏
、
俄
渉
二
索
秋
l
o

・・・
庭
前
柳
葉
、
縦
聴
二
鳴
蝉
ー。」
（
王
勃
「
秋

「
露
凝
麦
庇
、
風
岳
商
郊
＿
。
寒
蝉
唱
而
柳
葉
嘉
」
の
部
分
は
、
初
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ま
、

,
1
 

上

代

の

詩

苑

0

0

 

子
レ
時
、
寒
雲
悽
悽
、
更
有
二
心
愁
ー
。

0

0

 

朔
風
四
面
、
寒
雲
千
里
。
（
同
「
晩
秋
遊
武
捲
山
寺
＿
序
」
同
）

0

0

 

白
涵
下
而
呉
江
寒
、
蒼
姻
平
而
楚
山
晩
゜

（
同
「
九
月
九
日
採
石
館
宴
序
」
同
）

0

0

 

高
秋
九
月
、
王
畿
千
里
。

…
白
露
下
而
南
亭
虚
、
石
姻
生
而
北
林
晩
゜

な
ど
、
晩
秋
や
冬
日
の
景
と
し
て
描
か
れ
た
例
が
目
に
つ
き
や
す
い
。
ま
た
、

宋
玉
「
九
弁
（
そ
の
一
）
」
以
来
の
秋
の
代
表
的
情
景
描
写
。
し
か
も
、

〇

△

0

0

秋
風
面
冦
天
気
涼
、
草
木
揺
落
函
為
レ
紺
゜

転
じ
て

g
を
見
る
に
、

「
草
也
樹
也
、
揺
落
之
興
緒
難
ら
窮
。
」

（
魏
文
帝
「
楽
府
二
首
（
（
燕
歌
行
）
一
」

「文
選
」
二
十
七

・
「
玉
型
新
泳
」

九
）

（
同
「
秋
晩
入
＞
洛
於
二
畢
公
宅
如
翌
道
王
＿
宴
序
」
同
）

（
王
勃
「
冬
日
送
二
閻
丘
＿
序
」
正
倉
院
巻
子
本
）

「
涼
風
」
「
白
霧
下
」
は
、

右
に
も
ふ
れ
た
と
お
り
、

は
、
前
に
ふ
れ
た

注
2

原
則
と
し
て
初
秋
の
景
。
対
し
て
、
「
寒
雲
」「
蒼
姻
」

0

0

 

蝉
鳴
稲
葉
秋
、
雁
起
蓋
花
晩
。
晩
秋
雲
日
明
、
亭
泉
風
霧
清
。

0

0

 

歳
在
ー
一
甲
申
ー
、
秋
窮
二
季
月
ー
。

…
岸
草
無
＞
色
、
蓋
花
自
醸
゜

こ
れ
ま
た
晩
秋
の
景
物
と
見
ら
れ
る
。

（
盛
唐
高
適
「
東
征
賦
」
）

こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
同
の
季
節
は
、
初
秋
か
ら
晩
秋
に
か
け
て
、
い
わ
ば
秋
一
般
と
い
う
設
定
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
も

△

0

△

0

△
 

っ
と
も
、
問
の
詩
序
の
も
と
に
収
め
ら
れ
て
い
る
筆
者
山
田
三
方
自
身
の
詩
に
は
「
白
蕗
懸
レ
珠
日
、
黄
葉
散
乙
風
朝
。
」

点
を
参
看
す
る
と
、
初
秋
と
い

っ
て
も
秋
の
気
配
が
少
々
ふ
か
ま

っ
た
こ
ろ
を
意
識
す
る
が
ゆ
え
に
、
見
る
ご
と
く
の
秋
一
般
と
い
う
設

定
に
た
つ
詩
序
が
作
ら
れ
た
も
の
と
推
察
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

「露
凝
麦
序
—
‘
…

柳
葉
諷
。
」
の
方
の
み
を
承
け
る
か
た
ち
で
作
詩
し
て
い
る
の
で
、
実
際
に
は
初
秋
で
あ
る
公
算
が
大
き
い
。
こ
の

な
ど
の
例
に
照
ら
し
て
、

（初
唐
賂
賓
玉

「
在
二
江
南
螂
竺
宋
五
之
問
＿
」
）

と
あ
り
、

序
の
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0

0

 

晩
秋
雲
日
明
、
亭
泉
風
祐
清
。

独
負
二
平
生
志
ー、
空
牽
二揺
落
情
ー
。

こ
う
し
て
、

g
の
季
節
も
、
初
秋
か
ら
晩
秋
の

こ
ろ
ま
で
に
通
用
す
る
か
た
ち
を
と
る
ら
し
い
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
そ
の
点
、
圃
と
揆

を
一
に
す
る
わ
け
で
あ
る
。
と
こ

ろ
が
、
S
に
は
、
右
に
検
討
し
た
部
分
に
先
だ

っ
て

行。
」
と
あ
る
の
を
は
じ
め
と
し
て
、

n
 n,
1
 

o
 o
 

越
六
月
既
望

、

林
鍾
紀
＞
律
。

：
•

三
事
九
司

、

宏
儒
碩
生

、

感
二乎
溺
暑
之
伊
鬱
f
而
慮
二
性
命
之
所
忌
十
゜

選」

十
一
）

亡
詩

（
そ
の
二
）」

説
文
日
、
海
屠
湿
屠
也
。

設
定
に
た
ち
、

「季
夏
之
月
、

（「文
選
」
二
十
三
）

の
、

0

0

△

△

△

 

清
商
応
レ
秋
至
、
海
暑
随
レ
節
蘭
。
凍
原
涼
風
升
、
始
覚
二
夏
念
単
ー
。

（初
唐
賂
究
王
「
在
二
江
南
砿
翌
宋
五
之
問
―
」
)

罰
も

3
も
、
と
も
に
初
秋
の
宴
の
た
め
の
詩
序
と
推
察
さ
れ
る
。
と
こ
ろ
か
、
以
上
の
ご
と
く
、

（
鄭
玄
注
）
濶
沼
謂
二
途
温
＿
也
。

マ

サ

ユ

ル

な
ど
、
晩
夏
六
月
の
む
し
あ
つ
さ
を
い
う
こ
と
ば
で
あ
る
。
そ
の
「
海
暑
」
が

「方
に
間
は
む
と
す
」
と
は
、

な
ど
に
似
て
、
晩
夏
を
過
ぎ
て
よ
う
や
く
初
秒
に
さ
し
か
か
っ
た
こ
ろ
お
い
を
示
す
表
現
と
解
さ
れ
る
。

（
魏
何
晏

「景
福
殿
賦」

「文

た
と
え
ば
、
晋
溜
岳

「悼

注
日
、
蘭
希
也
。

こ
の
点
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
に
つ

づ
く
部
分
が
初
秋
か
ら
晩
秋
に
通
用
す
る
季
節
を
示
す
の
は
、
秋
の
は
じ
ま
り
に
立
ち
、
来
る
べ
き
秋
全
体
を
こ
め
て
の
も
の
で
あ
っ
た

叩
は
初
秋
で
あ
り
な
が
ら
秋
一
般
の

の
は
秒
一
般
の
景
を
描
写
し
な
が
ら
も
初

U
に
入
っ
て
ま
も
な
い
こ
と
を
明
示
し
て
い
る
。
こ
の
点
は
、
相
似
る
よ
う
で

か
と
理
解
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

る
。
こ
こ
に
い
う
「
海
暑
」
と
は
、
『礼
記
』
月
令
に

（
李
善
注
）
礼
記
曰
、
季
夏
土
潤
淫
箸
。

文
穎
嘆

「
海
暑
方
＞
間
、

0

0
 

・・・是
月
也
、
土
潤
溺
暑
、

大
雨
時

長
皐
向
』晩。
」
の
句
が
存
在
す

な
ど
か
ら
す
る
と
、
こ
れ
も
秋
ふ
か
い
景
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

上

代

の

詩

苑

一
四
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上

代

の

詩

苑

一
五

あ
り
な
が
ら
、
時
節
を
捉
え
る
意
識
の
面
に
お
い
て
、
す
こ
し
く
径
庭
が
あ
る
こ
と
を
看
過
し
が
た
い
。
そ
れ
ぞ
れ
の
時
点
が
、
初
秋
と

は
い
え
や
や
秋
も
ふ
か
ま
っ
た
こ
ろ
で
あ
る
が
ゆ
え
に
問
は
そ
の
よ
う
な
表
現
を
と
り
、
初
秋
も
ま
だ
日
の
あ
さ
い
こ
ろ
で
あ
る
が
ゆ
え

以
上
、
間
と

g
と
は
、
微
妙
に
季
節
が
ず
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
せ
る
面
を
も
つ
こ
と
に
ふ
れ
た
。
こ
れ
に
応
じ
て
無
視
で
き
な

い
の
は
、
S
の
末
尾
に
「
人
探
こ
字
―
」
と
探
韻
を
示
す
句
が
あ
り
、
事
実
四
の
詩
題
に
も
「
賦
得
二
前
字

l

」
の
記
載
が
あ
る
の
に
対
し

て
、
向
に
は
、
詩
序
に
も
詩
題
に
も
そ
の
よ
う
な
こ
と
は
い
っ
さ
い
ふ
れ
ら
れ
て
い
な
い
点
で
あ
る
。
こ
の
様
態
を
索
直
に
信
じ
る
な
ら

ば
、
岡
は
探
韻
に
よ
ら
ず
、

S
は
探
韻
を
課
し
た
席
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
（
杉
本
行
夫
「
懐
風
藻
ー
作
品
の
類
群
的
研
究
初
稿
ー
」

か
れ
こ
れ
思
い
合
わ
せ
る
に
、
岡
と

g
と
は
、
機
会
を
異
に
す
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
推
測
が
生
ま

れ
る
。
と
な
る
と
、
長
王
宅
に
お
け
る
新
羅
使
翌
応
の
作
で
あ
る
こ
と
を
名
告
る
類
題
の
十
首
は
、
す
く
な
く
と
も
二
度
の
機
会
に
わ
た

る
こ
と
に
意
を
も
ち
い
て
考
察
を
進
め
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
い
う
立
場
を
、
必
然
的
に
み
ち
び
く
こ
と
に
な
る
。

類
同
の
詩
題
を
も
っ
て
群
を
な
す
作
品
が
す
べ
て
―
つ
の
場
に
お
け
る
作
と
は
限
ら
な
い
と
い
う
場
合
、
い
ず
れ
が
同
じ
折
り
の
作
で

い
ず
れ
が
そ
う
で
な
い
の
か
を
推
測
す
る
た
め
の
ほ
と
ん
ど
唯
一
の
手
段
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
作
品
間
に
お
け
る
こ
と
ば
の
依
存
の
様
相
を

た
ど
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
実
際
、
当
面
の
十
首
に
は
、
同
一
も
し
く
は
類
似
の
こ
と
ば
を
共
有
す
る
例
が
存
在
す
る
。
と
い
っ
て
、
同

一

も
し
く
は
類
似
の
こ
と
ば
の
共
有
が
、
た
だ
ち
に
同
座
の
作
で
あ
る
こ
と
を
保
証
す
る
わ
け
で
は
、
か
な
ら
ず
し
も
な
い
。
長
屋
王
の
邸

宅
に
集
う
た
詩
人
た
ち
が
近
似
の
教
養
を
有
し
、
類
似
の
詩
文
を
も
の
し
た
ら
し
い
面
が
見
て
と
れ
る
こ
と
は
、
前
節
に
お
い
て
ふ
れ
た

三
、
十

首

の

帰

属

国
語
と
国
文
学
三
四
巻
一

0
号
）
。

に
S
は
ま
た
そ
う
し
た
表
現
に
よ
っ
た
と
考
え
て
よ
か
ろ
う
。

べい^
ビ”・・ド

・ト
・
ヽ

9‘

k
n
u
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つ
ぎ
に
一
例
を
示
す
よ
う
に
、
「
金
蘭
」
は
君
子
の
交
遊
を
い
う
と
き
に
し
ば
し
ば
用
い
ら
れ
る
こ
と
ぱ
あ
り
、
「
風
月
」

は
宴
席
の
景
を
叙
す
る
際
の
慣
用
語
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

釦
犀
之
分
、
義
深
屈
感
ー
。

や
は
り
当
面
の
決
め
手
と
は
し
に
く
い
面
を
も
つ
o.

（李
菩
注
）
易
（
繋
辞
伝
上
）
曰
、
二
人
同
＞
心、

其
利
断
＞
金
。
同
心
之
言
、
其
臭
如
＞
蘭
゜

加
n
贈
劉
前
軍
表
」
「
文
選
」
三
十
八
）

0

0

 

師
友
之
義
、
穆
若
二
金
岡
ー
。

（
斉
任
防
「
王
文
憲
集
序
」
「
文
選
」
四
十
六
）

数
人
之
内
、
幾
度
琴
鱒
。
百
年
之
中
、
少
時
厨
知
。
（
初
肝
王
勃
「
秋
日
西
山
庭
序」

正
倉
院
巻
子
本
）

況
廼
墨
泊
山
水
＿
、
墨

遊

厨

応

、
鱒
酒
於
其
外
＿
、
文
墨
於
＿
其
間
威
゜

他
方
の
表
現
を
前
提
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
効
果
を
期
待
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
作
も
い
く
つ
か
存
在
す
る
。
も
っ
と
も
、

ば
が
お
な
じ
典
拠
を
意
識
し
て
踏
ま
え
る
ら
し
し
作
、
あ
ろ
い
は
一
方
が

そ
れ
に
対
し
て
、
共
有
さ
れ
る
同
一
も
し
く
は
類
似
の

こ
と

に
つ
い
て
も
、

そ
の
一
例
を
前
節
に
記
し
た
と
お
り
で
あ
り
、

前
者
に
お
け
る
「
寒
蝉
」
「
和
（
朔
）

脱
」
が

『
礼
品
』

た
と
え
ば
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
場
合
、

△

0
 
0
 

箱
艇
度
而
磁
花
落
。

0

0

△
 

髄
寒
蝉
唱
而
柳
葉
誤
、△

0
 
0
 

、
朔
艇
度
和
＝
前
ー
。

0

0

△
 

箇
寒
蝉
鳴
葉
後
―

0

0

 

｛
 

0

0

 

脳
一
面
金
蘭
席
、
三
秋
風
月
時
。

町

ぴ

愛

亙

犀

宮

、
無
徊
釈
ハ
筵
ー
。

（序）

と
お
り
で
あ
る。

そ
う
し
た
一

致
は
、
そ
れ
だ
け
で
は
、
当
面
の
判
定
の
決
め
手
に
は
な
る
ま
い
。

月
令
以
来
秋
の
景
物
を
代
表
す
る
も
の
と
し
て
詩
文
に
多
用
さ
れ
る
こ
と
は
、

こ
れ
を
も
っ
て
二
作
の
か
か
わ
り
を
示
す
も
の
と
見
る
こ
と
は
で
き
ま
い
。
ま
た
、
後
者

（同
「
上
巳
浮
＞
江
浅
序
」
同
）

そ
の
一
致
は
必
然
の
も
の
と
は
判
定
し
に
く
い
。

上

代

の

詩

苑

（
末
縛
亮
「
為
采
公
玉
少
二

一
六

こ
の
場
合
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上

代

の

詩

苑

一
七

か
く
て
、
第

こ
れ
と
対
を
な
す
第
五
句
「
ノ
含
二
大
王
徳
―
」
は
、
楚
襄
王
が

と
て
、
近
似
の
教
槌
が
た
ま
た
ま
発
紺
し
た
ま
で
だ
と
考
え
ら
れ
な
い
で
は
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、

閣
」
や
「
風
月
」
な
ど
の
よ
う
に
類
同
の
場
や
文
脈
で
は
慣
用
さ
れ
た
面
の
大
き
い
こ
と
ば
だ
け
の
共
有
に
比
べ
て
、
そ
の
よ
う
な
場
合

た
ま
た
ま
似
通
っ
た
ま
で
だ
と
す
る
よ
り
、
同
一
の
席
に
つ
ら
な
る
が
ゆ
え
の
結
果
と
推
定
し
う
る
可
能
性

は
い
く
ぶ
ん
特
殊
に
屈
し
、

を
、
よ
り
多
く
含
み
も
つ
で
あ
ろ
う
。

ま
ず
、
前
節
で
ふ
れ
た
山
田
三
方
の
詩
序
岡
の
も
と
に
収
め
ら
れ
た
同
作
者
の
詩
か
ら
見
よ
う
。

n
n
ニ

閾
白
総
懸
＞
珠
日
、
黄
葉
散
＞
風
朝
。
対
揖
三
朝
使
、
言
尽
九
秋
紹
゜

牙
水
含
袖
調
激、

虞
葵
落
J
扇
諷
。
已
謝
忌
平
棗
下
—‘

徒
欲
』
報
二
疫
瑶-
0

O

A

A

0

△
 

第
一
・

ニ
句
が
詩
序
「
涵
凝
二
晏
序
—‘・
・
・
柳
葉
諷
。
」
に
対
応
す
る
こ
と
は、

既
述
。
ま
た
、
第
六
句
の
踏
ま
え
る
、
虞
公
善
歌
し
て
梁

を
承
け
て
の
も
の
と
見
ら
れ
る
点
な
ど
も
、

同
じ
く
詩
序
問
と
の
つ
な
が
り
が
窮
わ
れ
る
例
に
、
調
古
麻
呂
の
作
が
あ
る
。

鋤
一
面
金
蘭
席
、
三
秋
風
月
時
。
琴
樽
叶
二
幽
宜
＿
、
文
華
叙
二
離
思
ー
。

の
で
あ
る
点
に
、
そ
の
つ
な
が
り
が
も
っ
と
も
い
ち
じ
る
し
い
。
ま
た
、

れ
た
席
に
お
け
る
作
で
あ
ろ
う
こ
と
を
裏
づ
け
る
。

上
の
塵
が
舞
っ
た
と
い
う
故
事
が
、
詩
序
「
歌
冤
落
品
塵
」

，
 

こ
の
詩
が
雨
の
詩
序
の
提
示
さ
）8

 
4
 

（
 

．゚
 

「
寒
蝉
」
や
「
霜
（
朔
）
腸
」
、
「
金

人
含
天
王
徳
＿
、
地
若
二
小
山
基
―
°
江
海
波
潮
静
、
披
＞
霧
登
難
＞
期
。

第
六
句
の
「
地
若
二
加
血
基
―
」
が
詩
序
問
の

「
加
血
丹
桂
」
云
々
を
承
け
、
前
節
で
ふ
れ
た
淮
南
王
lJ
山
「
招
二
隈
士
＿
」
を
意
識
し
た
も

宋
玉
ら
の
文
人
を
集
め
て
風
流
韻
事
を
事
と
し
た
の
に
長
王
宅
の
宴
を
な
ぞ
ら
え
た
も
の
で
（
大
野
保
「
懐
風
藻
の
研
究
」
）

、

五

・
ナ
句
は
、
淮
南
王
小
山
や
楚
襄
王
に
擬
し
て
長
屋
王
を
た
た
え
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。
こ
の
手
法
は
、
詩
序
向
の
「
小
山
丹
桂
：
．
、

、.-



、。し そ
の
点
、
闊
藤
原
総
前
の
作
に
「
梯
＞
山
客
」

注
慈
さ
れ
る
）
。

長
坂
紫
蘭
：．」

＜
符
合
す
る
。

と
指
し
示
す
と
こ
ろ
の
等
し
い

が
淮
南
王
小
山
や
魏
曹
不
一
（
の
ち
の
文
帝
）
に
な
ぞ
ら
え
つ
つ
長
屋
王
を
た
た
え
た
と
見
ら
れ
る
の
と
（
前
節
参
照
）

、
よ

と
の
類
似
な
ど
も
、
か
り
そ
め
の

0

0

0

 

」
と
詩
序
問
「
広
雌
二
琴
樽
之
宜
―
」

0

0

0

 

こ
の
よ
う
に
見
る
と
、
第
三
句
「
琴
樽
叶
二
幽
宜
―

沈
3

も
の
ば
か
り
で
は
な
さ
そ
う
に
思
わ
れ
る
。
脳
も
、
詩
序
囲
の
も
と
で
作
ら
れ
た
も
の
と
見
て
大
過
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

転
じ
て
、
下
毛
野
虫
麻
呂
の
詩
序

g
の
も
と
に
収
め
ら
れ
た
同
作
者
の
詩
は
、

飼
聖
時
羞
七
百
＿
、
詐
連
啓
こ
千
＿。
況
乃
梯
>
山
客
、
垂
毛
亦
比
＞
肩
゜

寒
蝉
鳴
羹
総
、
朔
腑
度
二
雲
煎
。
独
有
飛
喪
曲
ー
、
並
入
二
別
離
絃
ー
。

す
る
こ
と
を
よ
ろ
こ
び
、

「
蹴
貢
梯
航
使
」
の
語
が
見
え
る
こ
と
は
無
視
で
き
な

第
一

・
ニ
句
が
詩
序
四
の
「
皇
明
撫
＞
運
、
時
属
二
無
為
ー
。
」
に
対
応
す
る
と
見
ら
れ
、
有
徳
の
天
子
の
も
と
で
新
羅
の
使
人
を
迎
え
翌
応

ひ
い
て
は
送
別
の
つ
ら
さ
を
述
べ
る
結
び
の
部
分
を
ひ
き
た
て
て
い
る
。
天
子
の
有
徳
に
言
及
す
る
こ
と
は
、

詩
序
囲
に
は
い
っ
さ
い
な
く
、
詩
序
詈
飼
の
詩
と
の
か
か
わ
り
の
一
証
左
と
し
て
も
よ
い
で
あ
ろ
う
。
有
徳
の
天
子
の
治
下
で
あ
る
こ

と
を
強
調
す
る
発
想
は
、
第
三
句
「
梯
＞
山
客
」
を
芍
く
。

「
梯
レ
山
」
は
「
航
ぬ
海
梯
＞
山
」

難
路
千
里
を
遠
し
と
せ
ず
に
使
者
な
ど
が
来
訪
す
る
意
で
、
使
者
の
難
儀
を
思
い
や
る
一
方
で
迎
え
る
我
が
朝
廷
の
繁
栄
を
誇
る
表
現
で

あ
り
、
初
二
句
の
、
そ
し
て
詩
序

S
の
気
脈
を
よ
く
承
け
た
も
の
と
い
え
よ
う
（
詩
序
S
に
「
使
）
以
二
千
里
梱
遁
」
云
々
の
句
が
あ
る
こ
と
も

闊
職
貢
梯
航
使
、
従
＞
此
及
二
三
韓
―

0

岐
路
分
＞
衿
易
、
琴
樽
促
＞
膝
難
。

山
中
猿
吟
断

、

葉
衷
坪
音
寒
°
贈
別
無
二
言
語
—

‘

愁
梢
幾
萬
端
。

上

代

の

詩

苑

（
梁
箭
文
帝
「
大
法
頌
」
序
な
ど
）
と
も
言
い
、

つ
ぎ
の
と
お
り
で
あ
る
。

一
八
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上

代

の

詩

苑

こ
の
作
に
お
い
て
も
、
海
や
山
を
は
る
ば
る
越
え
て
来
た
使
節
で
あ
る
こ
と
を
認
識
す
る
こ
と
が
以
下
の
別
離
の
悲
し
み
を
ひ
き
た
て
る

悲
し
み
ゆ
え
の
沈
黙
を
叙
し
て
お
り
、

に
述
べ
、

一
座
が
沈
黙
に
支
配
さ
れ
が
ち
で
あ
る
こ
と
を
暗
示
す
る
の
に
対
し
て
、
飼
も
「
贈
別
無
二
言
語
—
‘
愁
情
幾
萬
端
。
」
と
結
ぴ
、

こ
れ
ま
た
よ
く
似
通
う
。
似
通
い
な
が
ら
も
、
飼
に
比
べ
て
図
は
沈
黙
を
い
っ
そ
う
あ
か
ら
さ
ま

そ
れ
だ
け
惜
別
の
情
を
強
調
し
て
い
る
と
見
ら
れ
、
飼
を
承
け
つ
つ
さ
ら
に
主
題
を
深
め
て
い
る
面
が
看
取
さ
れ
る
。
ま
た
、

二
首
に
は
、
悲
し
み
の
沈
黙
を
述
べ
る
結
び
の
二
句
の
前
に
、

0

0

 

0
 
<I 

飼
寒
蝉
鳴
二
葉
後
—‘

朔
應
度
二
雲
前
l
o

O

A

0
 

0
 

鋤
山
中
猿
吟
断
、
葉
裏
蝉
音
寒
゜

と
秋
の
景
を
描
い
て
悲
し
み
を
ひ
き
た
て
る
二
句
が
そ
れ
ぞ
れ
存
在
し
、
構
成
の
上
で
も
用
語
の
上
で
も
、

こ
こ
ま
で
一
致
す
れ
ば
、
二
首
の
か
か
わ
り
は
、

宣
令
の
作
が
そ
れ
で
あ
る
。

と
述
べ
、

や
や
積
極
的
に
認
め
て
も
よ
い
で
あ
ろ
う
。

闘
玉
燭
調
二
秋
序
＿
、
金
風
扇
二
月
韓
＿
。
新
知
未
二
幾
日
＿
、
送
別
何
依
依
゜

山
際
愁
雲
断
、
人
前
楽
緒
稀
。
相
顧
鳴
鹿
爵
、
相
送
使
人
帰
。

は
た
ら
き
を
し
て
お
り
、
飼
の
発
想
に
よ
く
似
通
う
。
ま
た
、

飼
の
結
び
が
別
離
の
つ
ら
さ
を

一
九

目
が
と

刀
利

ほ
と
ん
ど
揆
を
一
に
す
る
。

十
首
中
に
は
、
詩
序

g
が
描
く
当
日
の
景
「
寒
雲
千
嶺
、
涼
風
四
域
。
」
を
意
識
す
る
か
と
思
わ
れ
る
表
現
を
も
つ
例
が
あ
る
。

第
五
句
で
山
ぎ
わ
に
愁
い
の
雲
が
絶
え
た
と
い
う
の
は
、
と
り
も
な
お
さ
ず
、
さ
き
ほ
ど
ま
で
山
ぎ
わ
に
雲
が
た
ち
こ
め
て
い
た
と
い
う

（
初
唐
王
勃
・
酪
賓
王
の
詩
序
な
ど
参
照
）
、

こ
と
で
あ
り
、
そ
の
前
提
が
あ
っ
て
こ
そ
ひ
き
た
つ
表
現
で
あ
る
。
そ
う
思
っ
て
見
る
と
、
第
八
句
「
相
送
使
人
帰
」
と
詩
序

g
「
登
臨

0

0

 

之
送
帰
易
＞
遠
」
の
間
に
も
、
こ
れ
は
送
別
の
場
で
は
よ
く
用
い
ら
れ
る
表
現
な
が
ら

「
独
有
二
飛
鸞
曲
—
‘
並
入
二
別
離
絃
ー
。
」
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と
こ
る
が
、

と
見
え
る
の
な
ど
、
そ
の
一
例
。
し
た
が
っ
て
、

「
新
知
」

の
語
に
屈
原
「
九
歌
（
少
司
命
）
」

故
人
握
＞
手
、
新
知
満
＞
目
。

（
「
秋
日
楚
州
都
司
戸
宅
遇
レ
餞
二
雹
使
君
ー
序
」
正
倉
院
巻
子
本
）

0

0

 

況
乎
詩
書
旧
好
、
披
薬
広
之
高
天
―
°
郷
党
新
知
、
紐
顧
回
之
晒
巷
ー
。

こ
の
語
が
含
ま
れ
る
か
ら
と
い
っ
て
同
じ
席
で
の
作
と
判
定
す
る
の
に
は
伯
煎
を
要
す

る
け
れ
ど
も
、
十
首
中
に
は
も
う
一
首
、
吉
田
宜
の
作
に
こ
の
語
の
用
例
が
あ
る
（
第
七
句
。
林
古
渓
「
懐
風
汝
新
註
」
参
昭
"
)
。

⑲
西
使
―
声
研
日
、
南
登
餞
送
秋

0

人
随
二
蜀
星
＿
遠
、
鰺
帯
二
断
雲
＿
浮
゜

一
去
殊
属
国
、
萬
里
但
風
牛
―
°
未
＞
尽
二
新
知
趣
、
還
作
飛
乖
愁
―
°

こ
の
作
の
前
四
句
は
、
右
に
ふ
れ
た
闘
の
第
．
｝
句
と
と
も
に
詩
序
3
の

る
こ
と
が
で
き
そ
う
だ
し
、
ま
た
、
第
四
句
「
鰺
諮
面
i
i

ぎ
浮
」
は
、
図
の

を
踏
ま
え
る
の
は
、

「
山
際
愁
忠
断
」
に
つ
な
が
り
、
広
が
絶
え
て
し
ま
う
図
よ

「
登
臨
之
送
帰
劫
レ
遠
」

あ
た
り
を
心
に
附
く
と
見

（
「
夏
日
登
面
門
楼
＿
哀
望
序
」
「
王
子
安

」
五
）

か
な
ら
ず
し
も
珍
し
い
こ
と
で
は
な
い
。
王
勃
の
詩
序
に
、

れ
や
ら
ぬ
）
の
心
の
表
現
を
ひ
き
た
て
て
妙
で
あ
る
。
詩
序

S
の

「
寒
雲
」
に
、
IL
を
と
ど
め
、
「
涼
風
」

と
に
な
ろ
う
。
第
五
句
「
山
際
愁
雲
断
」
は
、

を
踏
ま
え
た
も
の
と
認
め
ら
れ
る
（
藤
野
岩
友
「
楚
辞
の
近
江
奈
良
朝
の
文
学
に
及
ぼ
し
た
影

〇

△

△

て
、
第
六
句
「
人
前
楽
緒
稀
」
も
屈
原
の

こ
の
文
脈
に
あ
っ
て
人
の
心
と
は
逆
に
明
爽
な
景
を
点
出
し
、

「寒
雲
千
嶺
、
涼
風
四
域
。
」

の、>。

に
と
も
な
う
雲
の
う
ご
き
を
注
視
し
て
い
た
ゆ
え
に
こ
そ
捉
え
得
た
表
現
の
機
微
で
は
あ
る
ま
し
カ

そ
の
こ
と
で
悲
し
み
に
睛

「
楽
莫
＞
楽
二
分
新
相
知
―
」

を
意
識
し
且
つ
そ
れ
を
裏
返
し
に
述
べ
た
も
の
と
理
解
が
届
く
こ

ど
ま
る
。

上

代

の

詩

苑

」
「
中
国
の
文
学
と
礼
俗
」
所
収
）
。

こ
の
闘
の
第
三•四
句
「野
知
生
幾
日
＿
‘

送
即
何
依
依
。
」
は

、

楚
屈
原
「
九
歌
（
少
司
命
）
」

△

0

△

0

△

0
 

悲
莫
＞
悲
吾
生
別
離
ー
、
楽
莫
＞
楽
二
合
新
相
知
ー
。

（「
楚
辞
」
ニ

・
「
文
選
」
三
十
三）

の
、

こ
れ
に
よ
っ

二
0
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上

代

の

詩

苑

り
前
段
階
で
雲
が
ち
ぎ
れ
飛
ぶ
さ
ま
を
捉
え
た
表
現
と
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
こ
の
後
者
の
面
か
ら
す
る
と
、
前
述
、
脳
「
山
際
愁
雲

断
」
は
、
詩
序
四
に
加
え
て
⑲
の
第
四
句
あ
た
り
に
も
触
発
さ
れ
た
と
い
う
事
情
も
考
慮
さ
れ
る
。
か
く
て
、
⑲
は
、
詩
序
8
と
も
、
ま

こ
の
ほ
か
、
詩
序
四
と
か
か
わ
り
の
あ
り
そ
う
な
作
と
し
て
百
済
和
麻
呂
の
詩
を
も
数
え
る
こ
と
が
で
き
る
か
と
思
う
。

け
勝
地
山
園
宅
、
秋
天
風
月
時
°
笛
レ
酒
開
二
桂
賞
＿
、
倒
レ
屍
逐
二蘭
期
ー。

ノ
是
難
林
客
、
曲
即
鳳
楼
詞
。
青
海
千
里
外
、
白
雲
一
相
思
゜

第
六
句
「
鳳
楼
詞
」
は
、
篇
の
名
手
爾
史

・
弄
玉
が
善
＜
篇
を
吹
い
て
屈
凰
を
致
し
、

を
踏
む
（
大
野
保
「
楔
風
藻
の
研
究
」
）
。

と
同
時
に
、
長
屋
王
の
邸
宅
で
奏
せ
ら
れ
る
音
楽
を
ほ
め
て
言
う
も
の
と
見
ら
れ
る
（
古
典
大
系
）
。

そ
の
点
、
詩
序

S
が
「
長
王
以
豆
日
休
暇
＿
、
披
二
応
悶
＿
而
命
二
芳
筵
ー
。
」
と
述
べ
る
の
を
承
け
た
も
の
か
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
第
一

句
で
長
屋
王
の
住
居
を
「
勝
地
」
と
ほ
め
る
の
は
、
詩
序

S
の
「
配
衛
良
遊
」
云
々
に
一
致
す
る
。
宴
の
開
か
れ
る
場
を
「
勝
地
」
と
ほ

め
る
の
は
一
種
の
慣
用
表
現
で
あ
っ
た
ら
し
く
（
王
勃
「
新
都
県
楊
乾
嘉
池
亭
夜
宴
序
」
「
秋
日
楚
州
都
司
戸
宅
遇
＞
餞
二
雹
使
君
一序」

な
ど
。

院
巻
チ
本
）、

そ
れ
だ
け
で
は
有
効
な
手
が
か
り
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
も
の
の
、
「
鳳
楼
詞
」
と
考
え
合
わ
せ
れ
ば
、
詩
序

g
と
の
関

辿
を
示
す
方
に
低
く
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
言
え
ば
、
第
八
句
に
「
白
雲
」
が
も
ち
出
さ
れ
て
い
る
点
、
さ
き
に
闘
の
「
愁
震
断
」
に
つ
い

以
上
、
圃

．
g
二
つ
の
詩
序
を
中
心
に
、
十
首
の
う
ち
で
相
互
の
関
述
を
想
定
し
う
る
可
能
性
の
あ
る
も
の
に
つ

い
て
言
及
し
た
。
残

る
は
、

g
．
闊

・
⑰
の
三
首
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
闊
は
背
奈
行
文
の
作
。

壁
茄
＞
夜
韻
二
JJ雅＿
、
設
＞
席
邑
大
同
＿°
賭
＞流
開
二
筆
餌
、
禁
＞
桂
登
二
談
叢
ー。

て
ふ
れ
た
と
こ
ろ
と
か
か
わ
る
面
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

た
闘
の
詩
と
も
か
か
わ
る
可
能
性
を
指
摘
で
き
よ
う
。

二

正
倉

つ
い
に
屈
凰
と
と
も
に
飛
び
去

っ
た
と
い
う
故
事

(493) 



る
点
に
注
目
さ
れ
る
。
「
菊
浦
に
落
霞
鮮
け
し
」
と
い
う
場
合
の

月
」
を
と
り
あ
げ
て
本
節
の
は
じ
め
に
ふ
れ
た
よ
う
に
、

盃
酒
皆
有
レ
月
、
歌
声
共
逐
レ
風

0

何
事
二
専
対
士
＿
、
幸
用
二
李
陵
弓
ー
。

ひ
い
て
は
、
詩
序

g
の
席
に
つ
ら
な
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
あ
る
い
は
、

（
「
三
百
之
什
」
は
「
毛
詩
」
三
百
篇
を
い
う
）
に
か
か
わ
る
と
見
る
べ
き
か
。
な
ら
ば
、

々
の
あ
た
り
と
脈
絡
を
も
つ
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
い
ず
れ
を
霊
視
す
る
ぺ
き
か
、
正
匝
言
っ
て
今
の
と
こ
ろ
判
定

し
か
ね
る
。

難
解
な
結
び
二
句
と
と
も
に
、
し
ば
ら
く
後
考
に
侯
つ
こ
と
に
し
た
い
。

闊
高
晏
開
二
遠
照
ー
、
逢
嶺
面
二
浮
姻
ー
。
有
＞
愛
二
金
閾
宜
ー
、
無
＞
疲
二
風
月
筵
ー
。

桂
山
餘
景
下
、
菊
浦
落
底
鮮
。
莫
＞
謂
-
―
沿
波
隔
＿
、
長
為
二
壮
思
篇
ー
。

仰
山
澗
臨
二
幽
谷
一
、
松
林
対
二
晩
流
―
°
宴
庭
招
二
遠
使
ー
、
離
席
開
二
文
遊
＿
o

蝉
息
涼
風
荘
、
應
飛
明
月
秋
。
傾
二
斯
浮
菊
酒
＿
、
願
慰
二
転
蓬
砥
ー
。

0

0

0

△

△

 

△

0
 

前
者
飼
に
つ
い
て
は
、
第
二
句
が
詩
序
S
の
「
斎
姻
生
以
北
林
謁
」
の
あ
た
り
を
、
第
四
句
が
同
四
の
「
風
月
無
二
息
訂
之
地
―
」
あ
た

り
を
意
識
し
て
い
る
と
言
う
な
ら
ば
言
え
る
面
を
も
ち
、
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
詩
序
四
と
の
共
通
点
を
指
摘
し
や
す
い
。

の
可
能
性
も
否
定
し
き
れ
ず
、

こ
れ
ら
は
比
較
的
よ
く
使
わ
れ
る
語
句
で
も
あ
り
、
偶
然
の
類
同
と
い
う
反
面

に
わ
か
に
判
定
を
下
し
に
く
い
。
そ
れ
よ
り
も
、
第
六
句
に
「
菊
浦
」
の
語
が
見
え
、
「
菊
」
が
あ
ら
わ
れ

は
黄
色
の
花
を
開
い
て
い
て
こ
そ
ふ
さ
わ
し
く
、
な
ら
ば
、

の
景
は
、
原
則
と
し
て
晩
秋
の
も
の
と
見
な
け
れ

i
な
る
ま
い
（
「
芸
文
類
衆
」
薬
香
苺
部
上
「
菊
」
な
ど
参
照
）
。
景
物
の
時
季
に
つ
い
て
は

「菊」

し
か
し
、

「風

闊
は
主
人
長
屋
王
の
作
、
仰
は
安
倍
広
庭
の
作
で
あ
る
。

こ

第
四
句
「
禁
＞
桂
」
云
々
は
問
の
「
IJ山
丹
桂
」
云

こ
の
第
一
句
は
、
む
し
ろ
詩
序
囲
の
「
博
＞
我
以
二
三
百
之
什
―
」

第
一
句
に
、
さ
き
に
引
い
た
闘
の
第
七
句
「
鳴
鹿
」

（「
毛
詩
」

lJ
雅
「
鹿
鳴
」
に
も
と
づ
く
）

上

代

の

詩

苑

と
の
か
か
わ
り
を
見
る
べ
き
か
。
な
ら
ば
、
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上

代

の

詩

苑

S
の
詩
序
に
つ
ら
な
る
と
し
た
五
首
（
飼
．
斡
・
⑰
・
⑲
．
斡
、
以
下
g
群
と
略
称
）
、

し
た
二
首
（
⑱
•
⑲
、
以
下
丙
群
と
略
称
）
を
通
魏
し
て
、

い
っ
た
い
、
十
首
中
に
は
、
詩
題
の
下
に
探
韻
に
よ
る
む
ね
を
記
す
も
の
と
、

第
三
節
の
考
察
に
お
い
て
、
保
留
に
し
た
闊
を
一
往
除
外
し
、

四、

時

と

人

と

。
画
．

g
の
詩
序
の
席
と
は
別
途
ら
し
い
二
首
盆
t

．⑲）

問
の
詩
序
に
つ
ら
な
る
と
し
た
二
首
（
図
．
囮
、
以
下
向
群
と
略
称
）
、

0

詩
序

g
の
席
に
つ
ら
な
る
ら
し
い
五
首
（
綺

・
総
・
岡
・
⑲
・

斡）

0

詩
序
間
の
席
に
つ
ら
な
る
ら
し
い
二
首
盆

・綺）

と
こ
ろ
、
は
ば
か
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、

か
な
ら
ず
し
も
厳
密
で
は
な
い
面
の
あ
る
こ
と
、
前
節
で
ふ
れ
た
と
お
り
と
は
い
え
、
他
の
諸
作
に
お
け
る
景
物
描
写
の
あ
り
さ
ま
に
照

ら
す
と
き
、

後
者
⑩
の
第
七
句
「
浮
菊
酒
」

に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
。

以
上
、
類
題
の
十
首
に
つ
い
て
、

お
よ
び
問
．

g
い
ず
れ
の
詩
序
と
も
別
途
ら
し
い
と

こ
れ
を
し
も
景
物
の
季
節
の
通
用
と
稜
極
的
に
認
め
る
こ
と
は
、
目
下
の

一
往
、
闘
と
⑩
の
二
首
に
つ
い
て
は
、
圃
．

g
い
ず
れ
と
も
別
途
の
も
の
と
見
て
、

ち
出
さ
れ
て
も
相
応
に
自
然
な
晩
秋
こ
ろ
に
も
翌
宴
が
あ
っ
た
も
の
か
と
考
え
て
お
く
こ
と
に
し
た
い
。

そ
の
相
互
の
か
か
わ
り
を
考
察
し
た
と
こ
ろ
を
ま
と
め
れ
ば
、

。
現
在
の
と
こ
ろ
保
留
に
し
た
一
首
（
箇
）

注
5

と
い
う
結
果
を
得
た
こ
と
に
な
る
。

た
だ
ち
に
気
づ
く
こ
と
が
あ
る
。

こ
の
場
合
は
、

や
や
相
違
す
る
面
の
あ
る
こ
と
を
否
定
で
き
な
い
。

そ
の
記
載
の
な
い
も
の
と
が
あ
る
。
探
韻
の
記
載
の
有

三 「菊」

が
も 、‘ 
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仰
と
⑲
…・・
下
平
十
八
尤

字
―
」

仰
「
賦
得
二
流
字
―
」

得
面
字
―
」
（
下
平
一
先
）

閾
ナ
シ

（
下
平
四
宵
）

箇
「
賦
得
二
風
字
―
」

（
下
平
十
八
尤
）

今
案
、
探
韻
は
各
分
こ
字
玉
四
也
。
こ
と
ご
と
く
韻
字
か
は
る
な
り
。
故
伽
紙
端
作
云
、

主

、
応
製
詩
謡
霞
、
如
＞
此
世
之
へ
き
な
り
。

（
花
宴
「
み
な
た
ん
ゐ
ん
給
は
り
て
ふ
み
つ
く
り
給
ふ
」
云
々
の

ft)

上

代

の

詩

苑

春

n同
賦

1

在
伎
翫
桜
花
-
‘

無
と
押
韻
の
文
字
の
属
す
る
額
目
を
ち
な
み
に
示
す
と
、
つ
ぎ
の
と
お
り
で
あ
る
。

（
上
平
一
東
）

脳
ナ
シ
（
上
平
七
之
）

闘
「
賦
得
姻
字
＿
」
（
下
平
一
先
。
た
だ
し
、
詩
に
は
同
用
の
下
平
二
仙
に
属
す
る
字
も
押
制
字
と
し
て
用
い
る）

け
「
賦
得
二
時
字
＿
」

（下
平
十
八
尤
）

（
上
平
七
之
）

（
上
平
二
十
五
寒
。
た
だ
し
、
詩
に
は
同
用
の
上
平
二
十
六
桓
に
属
す
る
字
も
押
領
字
と
し
て
用
い
る
）

ま
ず
、
十
首
の
う
ち
、
圃
群
に
屈
す
る
と
見
ら
れ
る
脳
と
脳
の
二
首
に
限

っ
て
探
額
の
記
載
が
な
い
こ
と
に
注
目
さ
れ
る
。
ま
た
、
残

る
探
額
の
作
・
／
首
の
う
ち
、
押
部
字
の
領
目
が
重
複
す
る
場
合
が
二
組
あ
る
。

飼
と
姻
…
•
•下
平
一
先
（
た
だ
し、

総
は
同
用
の
下
平
二
仙
の
文
字
も
含
む
） ⑲

「
賦
得
二
秋
字
＿
」

と
こ
ろ
が
、
飼
と
闊
と
は

3
群
と
四
群
と
に
、
仰
と
⑲
と
は
四
群
と

g
群
と
に
、
そ
れ
ぞ
れ
所
屈
を
異
に
す
る
こ
と
に
な
っ
て
、
お
な
じ

席
で
賦
し
て
お
な
じ
領
に
屈
す
る
字
を
得
た
場
合
が
な
い
点
に
も
、
さ
ら
に
注
意
を
ひ
か
れ
る
。

こ
の
当
時
、
探
部
の
具
体
的
作
法
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
、
詳
し
い

こ
と
は
わ
か
ら
な
い
。
だ
が
、
時
代
が
下
る
も
の
の
、

『
花
鳥
余
情
』

r
つ
ぎ
の
記
事
が
あ
っ
て
参
考
に
な
る
（
岡
田
正
之
「
近
江
奈
良
朝
の
漢
文
学
」
指
摘
）
。

先
第
一
偏
者
、
奉
＞
仰
猷
題
。
次
蜜
韻
字
＿
、
盛

中

院

、
四
庭
中
文
盗
上
＿
。
近
衛
次
将
、
先
探
二
御
料
畝
二
字
＿
、fILL
二
笞
蓋
＿
‘

昇
自
御
前
蹄
献
＞
之
。
次
王
卿
堪
＞
属
＞
文
者
文
人
等
、
各
進
二
文
塁
頭
一
、
探
こ
字
一
見
＞
之
、
奏
一
官
姓
名
及
所
＞
探
字
一
也
。

闘
「
賦
得
二
稀
字
―
」

飼
「
賦
得
二
難

（
上
平
八
微
） ニ

四

各
分
-
-
―

飼
「
賦
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上

代

の

詩

苑

右
は
、
長
屋
王
が
従
老
二
（
七
一
八
）
年
三
月
に
大
納
言
と
な
り
、

同
七
月
十
三

n帰
国
。

り
神
亀
三
（
七
二
六
）
年
五
月
二
十
四
日
来
朝
。

投
老
五
（
七
ニ
―
)
年
一
月
に
右
大
臣
に
任
じ
ら
れ
、

同
八
月
二
十
五
日
帰
蕃
゜

回
旋
老
七
（
七
二
三
）
年
八
月
八
日
来
貢
゜

り
捉
老
三
（
七
一
九
）
年
五
月
七
日
来
朝
。

る
に
、

つ
ぎ
の
三
次
の
来
使
が
求
め
ら
れ
る
0
続
日
本
紀
」）。

第
二
節
お
よ
び
第
三
節
の
考
察
か
ら
、

問
群
は
初
秋
の
や
や
秋
も
深
ま
る
こ
ろ
、

る
と
言
っ
て
、
お
お
む
ね
は
、
よ
い
で
あ
ろ
う
。

g
群
は
初
秋
も
ご
く
は
じ
め
、

二
五

神
亀
元
（
七

四
群
は
晩
秋
の
こ

細
部
の
作
法
が
上
代
に
お
い
て
す
で
に
こ
れ
ほ
ど
ま
で
定
ま
っ
て
い
た
か
ど
う
か
は
わ
か
ら
な
い
。
し
か
し
、
探
領
は
当
日
そ
の
楊
で
課

注

6

せ
ら
れ
る
こ
と
、
そ
し
て
、
押
韻
字
の
韻
目
が
人
ご
と
に
相
迩
す
る
こ
と
だ
け
は
、
最
小
限
度
、
上
代
に
も
通
用
す
る
で
あ
ろ
う
。
さ
も

注
7

な
い
と
、
探
領
の
意
味
も
興
味
も
減
殺
さ
れ
て
し
ま
う
で
あ
ろ
う
か
ら
で
あ
る
。

か
く
し
て
、
第
三
節
に
お
い
て
用
語
の
相
関
の
上
か
ら
推
測
し
た
向

．
g
．
丙
三
群
の
別
は
、

有
無
、
お
よ
び
押
額
字
の
領
目
に
照
ら
し
て
も
、
ナ
き
な
障
碍
の
な
い
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
三
つ
の
詩
群
は
、
三
つ
の
詩
の
席
を
反
映
す

な
ら
ば
、
三
つ
の
席
と
は
、

い
つ
い
か
な
る
折
り
が
具
体
的
に
想
定
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
か
。

ろ
か
、
と
推
測
さ
れ
た
。
そ
こ
で
、
長
屋
王
在
世
中
の
新
羅
使
の
来
訪
で
秋
に
翌
応

・
送
別
が
あ
っ
て
し
か
る
べ
き
も
の
を
史
粛
に
徴
す

同
閏
七
月
十
七
日
還
蕃
゜

“
 

そ
れ
ぞ
れ
の
詩
題
に
記
さ
れ
た
探
部
の
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と
述
べ
長
屋
王
を
一
官
人
と
し
て
描
く
の
は
、

一
方
の
間
の
詩
序
が
長
屋
王
を
「
君
王
」

時
期
の
、
新
羅
か
ら
の
来
使
の
す
べ
て
で
あ
る
。
私
邸
で
催
し
た
翌
応
と
は
い
っ
て
も
、
事
は
国
家
の
大
事
に
屈
す
る
。
三
つ
の
席
の
具

う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

体
的
な
時
期
に
お
し
あ
て
る
の
に
、
右
の
三
つ
の
折
り
は
、
応
分
の
資
格
を
備
え
て
い
る
と
い

推
定
さ
れ
る
三
つ
の
席
に
対
し
て
、
求
め
ら
れ
る
来
使
が
三
次
。
こ
の
符
合
は
、
本
稿
の
立
場
か
ら
は
、
見
逃
す
こ
と
が
で
き
な
い
。

初
秋
の
や
や
秋
も
深
ま
る
こ
ろ
と
推
測
さ
れ
る
問
群
を
い
に
、
初
秋
も
ご
く
は
じ
め
ら
し
い

3
群
を
り
に
、
晩
秋
の
こ
ろ
か
と
思
わ
れ
る

ち
な
み
に
り
回

・
け
三
つ
の
時
期
に
つ
い
て
二
十
四
気
の
様
態
を
品
せ
ば
（
□
日
本
暦
日
原
典
」
に
よ
る
）

、
い
の
年
は
、
七
月
二
十
九

日
こ
ろ
が
処
暑
、
閏
七
月
十
五
日
こ
ろ
が
白
蕗
に
あ
た
り
、
閏
七
月
十
七
日
の
帰
国
に
相
応
し
て
催
さ
れ
た
宴
の
日
の

こ
ろ
は
、
あ
た
か

も
初
秋
の
末
こ
ろ
に
あ
た
ろ
う
。
回
の
年
は
、
八
月
十
五
日
こ
ろ
が
秋
分
、

日
に
相
応
す
る
宴
の
日
は
、
中
秋
か
ら
晩
秋
に
う
つ
る
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
い
の
年
は
、
七
月
二
日
の
こ
ろ
が
立
秋
に
あ
た
り
、
婦
国
の
七

月
十
三
日
に
相
応
す
る
宴
の
日
は
、
初
秋
も
は
や
い
こ
ろ
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
い

・
回

・
い
は
、
そ
・れ

ぞ
れ
圃

．
g
．
3
に
、
余

剰
を
残
さ
ず
対
応
す
る
。

こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
き
、
十
首
の
う
ち
半
数
を
占
め
る
の
群
が
い
神
亀
三
年
度
に
比
定
さ
れ
る
こ
と
に
、
と
り
わ
け
注
意
を
ひ
か

れ
る
。
三
つ
の
席
の
う
ち
で
も
っ
と
も
多
く
の
詩
を
残
す
の
は
、
S
の
席
が
わ
け
て
も
盛
大
で
あ
っ
た
こ
と
の
反
映
で
あ
ろ
う
。
さ
き
に

ふ
れ
た
ご
と
く
、
い
は
、
長
屋
王
が
宮
廷
最
高
位
の
左
大
臣
に
昇
り
つ
め
た
折
り
に
あ
た
っ
て
い
る
。
盛
ん
で
あ
っ
た
ら
し
い
席
が
盛
ん

「
長
王
以
二
五

n休
暇
―
‘

止
8

で
あ
る
べ
き
時
に
、
ぴ
た
り
と
対
応
す
る
。

S
の
席
に
提
示
さ
れ
た
詩
序
が

四
群
を
回
に
、
そ
れ
ぞ
れ
比
定
し
て
み
て
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。

四
）
年
二
月
に
左
大
臣
に
昇
り
、

上

代

の

詩

苑

（天
f
お
よ
び
諸
侯
の
称
）

そ
し
て
天
平
元
（
七
二
九
）
年
二
月
に
自
尽
す
る
に
い
た
る
、

と
称
す
る
の
に
比
ペ

披
匝
悶
而
命
房
筵
ー
。
」

二
六

云
々

八
月
三
十
日
こ
ろ
が
寒
硲
に
あ
た
り
、
帰
国
の
八
月
二
十
五

彼
の
も

っ
と
も
宮
廷
に
重
き
を
な
し
た
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上

代

の

詩

苑

屋
王
首
班
の
政
治
に
大
き
く
参
画
し
た
顕
官
で

し
て
、
丙
群
は
、
ど
う
や
ら
詩
二
首
を
留
め
る
だ
け
で
、

も
っ
と
も
手
菊
で
あ
る
や
に
見
受
け
ら
れ
る
。

二
七

年
二
月
に
参
議
と
な
っ
て
長

と
こ
ろ
が
、

一
見
、
待
遇
が
低
い
や
に
見
受
け
ら
れ
る
の
も
、

こ
の
面
か
ら
捉
え
直
す
必
要
が
あ
る
。
問
の

．「
君
王
」
に
は
、
宴
の
主
人
を
高
く

位
箇
づ
け
、
も
っ
て
宴
を
格
式
づ
け
よ
う
と
す
る
気
負
い
が
感
じ
ら
れ
る
。
そ
れ
に
比
べ
て
、
当
面
の

3
の
詩
序
に
は
、
よ
り
う
ち
と
け

た
場
の
空
気
が
反
映
し
て
い
る
と
読
め
る
面
が
あ
る
。
こ
う
し
た
う
ち
と
け
た
空
気
は
、
格
式
づ
け
よ
う
と
気
負
い
た
た
な
く
て
も
、
す

こ
こ
に
―
つ
の
疑
問
が
あ
る
。
主
人
長
屋
王
の
作
闘
が
丙
群
に
属
し
、
も
っ
と
も
盛
ん
で
あ
っ
た
ら
し
い

g
群
の
席
に
留
め

ら
れ
て
い
な
い
と
見
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

g
の
席
で
は
、
長
王
の
作
が
披
涵
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
だ
が
、

く
い
。
主
人
で
あ
る
限
り
、
主
宰
す
る
宴
に
お
い
て
は
原
則
と
し
て
作
品
を
示
し
た
と
考
え
る
方
が
自
然
で
あ
ろ
う
。
新
羅
使
を
送
る
三

つ
の
席
が
『
懐
風
藻
』
か
ら
復
原
で
き
る
と
す
れ
ば
、
彼
は
、

は
ず
で
あ
る
。
と
い
う
こ
と
は
、

三
方
の
詩
序
を
収
め
て
お
り
、

た
ぶ
ん
そ
れ
ぞ
れ
の
席
で
詩
を
作
り
、
も
っ
て
客
と
の
別
れ
を
惜
し
ん
だ

そ
の
う
ち
の
一
首
を
『
懐
風
藻
』
が
収
録
し
た
ま
で
で
、

本
稿
は
、
目
下
の
と
こ
ろ
、
基
本
的
に
は
そ
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
。
た
だ
し
、

そ
れ
が
た
ま
た
ま
丙
の
席
の
作
だ
っ
た
と
い

そ
の
場
合
、

丙
の
席
か
ら
選
ん
だ
の
か
を
説
明
し
な
い
限
り
、
粗
忽
の
謗
り
を
免
れ
ま
い
。
案
ず
る
に
、
囲
に
つ
い
て
は
作
品
は
少
な
い
も
の
の
山
田

そ
の
詩
序
は
、
駈
傭
文
の
式
に
も
お
お
む
ね
か
な
い
、
「
集
中
第
一
」

そ
う
は
考
え
に

（
林
古
渓
「
懐
風
藻
新
註
」
）
と
も
評

さ
れ
る
立
派
な
も
の
で
あ
る
。

3
が
詩
序
を
備
え
、
詩
も
多
く
留
め
て
も
っ
と
も
盛
ん
で
あ
る
こ
と
は
、
す
で
に
ふ
れ
た
。
そ
れ
ら
に
対

に
、
作
品
は
僅
少
な
が
ら
、
主
人
長
屋
王
と
安
倍
広
庭
の
作
で
あ
る
。
安
倍
広
庭
は
、

旋
老
ナ
（
七
二
二
）

そ
の
丙
を
見
る

（
こ
の
参
議
に
任
用
さ
れ
た
年
は
、
本
稿
に
よ
る
と
肉
の
前
年
に
あ
た
る
）

、
宴
に
お
い
て
は
、

一
首
を
採
録
す
る
に
あ
た
っ
て
、
な
ぜ

つ
考
え
か
た
が
、
ま
ず
可
能
で
あ
ろ
う
。

た
だ
し
、

で
に
お
の
ず
か
ら
廟
堂
の
首
班
に
い
る
人
の
私
邸
の
宴
に
し
て
、

い
っ
そ
う
ふ
さ
わ
し
い
と
捉
え
ら
れ
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

て、
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こ
れ
を
逆
に
言
え
ば
、
長
王
晩
年
の
三
次
の
来
使
は
、
両
国
が
円
滑
な
関
係
を
保
っ
た
時
期
の
、
最
後
に
位
四
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と

本
か
ら
の
造
使
が
常
礼
を
失
す
る
処
遇
を
う
け
た
の
も
、
必
然
の
こ
と
と
し
て
思
い
合
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

こ
の
間
、

天
平
八
（
七
三
六
）
年
二
月
に
任
命
さ
れ
た
日

が
国
号
を
「
王
城
国
」

と
改
称
し
て
返
却
さ
れ
、

以
後
、

三
年
め
の
天
平
七
（
七
三
五
）
年
二
月
入
京
の
来
使

「
許
」
は
、

こ
の
方
向
か
ら
解
す
る
必
要
が
あ
る
。

こ
の
記
屯

期
」
を
奏
諮
し
た
の
に
対
し
、

『
続
日
本
紀
』
に
よ
る
と
、

新
羅
側
が

日
本
と
新
羅
の
交
渉
史
の

い
わ
ば
来
究
格
に
立
つ
と
忍
め
ら
れ
る
。
因
の
席
は
、
す
ぐ
れ
た
作
に
乏
し
か
っ
た
の
か
、
炎
料
の
伝
存
に
恵
ま
れ
な
か
っ
た
の
か
、
数

そ
し
て
、

以
上
、
長
王
宅
に
お
け
る
新
羅
使
送
別
の
宴
に
つ
い
て
、

編
者
の
配
艇
を
読
み
と
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
思
う
。

紐
の
上
で
は
手
薄
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

上

代

の

詩

苑

そ
れ
を
埋
め
合
わ
せ
よ
う
と
す
る
か
の
よ
う
に
、
作
者
の
格
が
重
い
。

そ
め
る
が
ゆ
え
に
、

上
人
長
屋
王
の
作
を
丙
か
ら
選
ん
だ
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
数
紐
の
少
な
さ
と
作
者
の
直
さ
と
に
は
、

『
懐
風
藻
』

そ
の
そ
れ
ぞ
れ
に
相
当
す
る
三
次
の
新
羅
使
の
来
訪
を
指
摘
で
き
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
述
べ
た
。

屋
王
が
も
て
な
し
た
こ
れ
ら
三
次
の
来
使
は
、
長
王
の
も

っ
と
も
華
や
か
な
り
し
時
期
に
あ
た
る
と
同
時
に
、

上
で
も
、
特
別
な
意
味
あ
い
を
帯
び
る
も
の
で
あ
っ
た
ら
し
い
。

こ
れ
ら
三
次
に
続
く
来
使
は
、
長
王
没
後
の
天
平
四
（
七
三
二
）
年
五
月
入
京
。

年
度
よ
り
六
年
め
で
あ
る
と
い
う
打
梢
な
ど
を
顧
殿
す
る
に
、

日
本
側
は
「
来
朝
之
期
、
許
以
己
一
年

一
度
ー
。
」
と
応
じ
た
む
ね
を
伝
え
て
い
る
。
り
神
亀
三
（
七
二
六
）

こ
れ
は
来
訪
の
間
隔
を
疎
に
し
た
い
と
の
新
羅
の
要
訪
に
対
し
て
日
本
側

が
三
年
間
隔
を
主
張
し
た
も
の
と
推
察
さ
れ
、
「
if以
二
三
年
一
度
―
」

の

に
は
三
度
に
わ
た
る
席
の
作
が
残
さ
れ
て
い
る
ら
し
い
こ
と
、

が
両
国
の
関
係
が
円
滑
を
欠
く
に
い
た
っ
た
こ
と
の
反
映
ら
し
い
こ
と
は
、

ど
を
は
じ
め
、
両
国
の
関
係
が
悪
化
の
途
を
た
ど
る
こ
と
か
ら
も
窺
わ
れ
る
。

こ
の
点
に
心
を
ひ

『
懐
風
藻
』

い
っ
た
い
、
長

「
来
朝
ノ
年

さ
ら
に
三
年
め
の
天
平
十
（
七
三
八
）
年
の
来
使
が
太
宰
府
か
ら
放
遠
さ
れ
た
こ
と
な

ニ八
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詩

苑

い
う
こ
と
に
な
る
。
も
っ
と
も
、
こ
の
時
期
と
て
完
全
な
親
和
関
係
に
あ

っ
た
の
で
は
な
い
ら
し
い
こ
と
、

0
と
回
の
中
間
に
あ
た
る
茂

（
七
ニ
―
)
年
十
二
月
の
来
使
が
元
明
上
皇
の
喪
を
理
由
に
筑
紫
よ
り
放
逗
さ
れ
た
こ
と
か
ら
読
み
と
れ
る
面
が
あ
る

「
蓑
老
期
の
日
羅
関
係
」
国
学
院
雑
誌
六
八
巻
四
号
）
。
だ
が
、

身
か
）
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

（卜
三

n
)

秋
七
月
戊
子
。
金
奏
弛
（
造
近
）
等
帰
レ
国
。
賜
二
要
書ー曰

、

勅
、

伊
准
金
順
貞

、

汝
卿
安
コ
撫
彼
境
—‘

忠
コ
下
我
朝
―
°
貢
調
使
薩
喰

り
神
亀
三
年
度
の
来
使
に
関
し
て
、
『
続
日
本
紀
』
は
つ
ぎ
の
記
事
を
伝
え
て
い
る
。

金
奏
勲
等
奏
称
、
順
貞
以
二
去
年
六
月
州
日
ー
卒
。
哀
哉
。
賢
臣
守
レ
国
、
為
二
朕
股
肱
ー
。
今
也
則
亡
。
殖
二
我
吉
士
―
°
故
贈
ー
ー
膊
物
黄

施
一
百
疋
、
綿
百
屯
―
°
不
レ
追
二
が
績
ー
、
式
弊
二
遊
魂
―
O

た
び
詩
娑
を
主
宰
し
、

（
七
七
四
）
年
三
月
四
日
来
訪
の
新
羅
使
金
三
玄
の
こ
と
ば
に
「
本
国
上
宰
金
順
貞
之
時
、

今
其
孫
畠
、
継
レ
位
執
レ
政
。

そ
れ
に
し
て
も
、

伊
准
金
順
貞
（
伊
喰
は
新
羅
の
官
位
十
七
等
の
第
二
等
位
。
王
族
の
一
っ
真
骨
の
出

追
コ
尋
家
声
-
‘
係
二
心
供
奉
―
°
是
以
江
印
修
二
旧
好
ー
毎
相
聘
問
上
。
」
と
も
見
え

新
羅
に
あ
っ
て
日
本
と
の
修
好
に
力
を
尽
く
し
た
人
で
あ
っ
た
ら
し
い
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。

こ
の
使
い
が
金
順
貞
の
外
交
方
針
を
継
ぎ
、

it, 

る
と
こ
ろ
に
目
的
の
―
つ
を
も
っ
て
い
た
こ
と
を
推
察
さ
せ
る
よ
す
が
と
な
ろ
う
。

に
、
前
年
（
神
也
二
年
）

に
没
し
た
金
順
貞
を
悼
む
蚕
嚇
を
託
し
た
の
は
、

こ
う
し
て
、
両
国
が
最
後
の
平
穏
な
交
流
を
保
ち
え
た
時
期
に
、
長
屋
王
は
そ
の
生
涯
に
お
い
て
も
っ
と
も
宮
廷
に
重
き
を
な
し
、
来

使
を
迎
え
私
邸
を
ひ
ら
い
て
翌
応

・
送
別
の
要
を
も
よ
お
す
の
に
ふ
さ
わ
し
い
盛
時
を
む
か
え
た
。
長
屋
王
が
そ
の
邸
宅
作
宝
楼
に
た
び

奈
良
朝
文
坑
の
領
袖
で
あ
っ
た
こ
と
を
思
う
と
き
（
小
島
憲
之
「
上
代
日
本
文
学
と
中
国
文
学
」
下
な
ど
）

、

考
察
の
対
象
と
し
た
十
首
の
詩
群
は
、

か
か
る
時
と
人
と
の
め
ぐ
り
合
わ
せ
を
待
っ
て
、

（
続
紀
）
、
従
老

・
神
亀
期
、

二
九

そ
の
死
を
伝
え

は
じ
め
て
留
め
ら
れ
た
も
の
と
い
う
こ
と
が
で

本
稿
が

り
の
使
節

舟
服
相
尋
、
常
脩
二職
貢
ー
。

こ
こ
に
見
え
る
金
順
貞
に
つ
い
て
、
宝
亀
五

に
あ
ず
か
っ
て
力
の
あ
っ
た
一
）
と
し
て
、
新
羅
の
上
宰
、

一
往
、

平
ね
が
保
た
れ
た
時
期
で
は
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と

老
五

（
鈴
木
靖
民

(501) 



き
よ
う
。

作
品
の
読
み
か
ら
窺
い
え
た
十
首
の
あ
り
よ
う
は
、
推
察
さ
れ
る
時
と
人
と
の
あ
り
さ
ま
と
符
合
を
示
し
て
妙
で
あ
る
。

も

っ
て
思
え
ば
、
伝
承
の
手
に
も
れ
た
新
羅
の
使
人
た
ち
の
作
品
も
、
お
そ
ら
く
は
、
三
つ
の
席
に
そ
れ
な
り
に
相
応
し
調
和
す
る
も
の

で
あ

っ
た
ろ
う
こ
と
が
、
必
然
の
推
定
と
し
て
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。
幸
い
に
『
懐
風
藻
』
に
収
め
ら
れ
た
十
首
の
詩
は
、
時
と
人
と

を
経
緯
と
し
て
し
ば
し
成
り
立
っ
た
詩
苑
の
残
彩
を
伝
え
る
こ
と
、
思
い
の
ほ
か
に
ふ
か

い
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

0

0

0

 

1

こ
の
部
分
の
類
句
と
し
て
古
典
大
系
に
初
肝
酪
賓
王
「
上
二交
州
張
司
馬
啓
」
の
「
文
条
擢
秀
、

殿
憂
災
之
犀
趾
。
筆
苑
拐
苺
燈
ー
ー
小
山
之
丹

だ
が
、
詩
序
囲
の
表
現
が
淮
南
王
小
山
お
よ
び
曹
柏
の
原
詩
を
も
念

0

0

 

匡
。
」
が
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
直
接
の
典
拠
で
あ
っ
た
可
能
性
が
考
慮
さ
れ
る
。

「
公
子
敬
n
愛
客
＿
」
が
囲
の
「
君
王
以
二
敬
愛
之
沖
衿
＿
」
云
々
に
意
識
さ
れ

頭
に
お
い
て
の
も
の
で
あ
ろ
う
こ
と
、
た
と
え
ば
曹
植
「
公
燕
詩
」
の

て
い
る
ら
し
い
こ
と
な
ど
か
ら
知
ら
れ
る
。

2

た
だ
し
、
こ
の
場
合
の
「
白
露
下
」
は
、
下
に
引
く
王
勃
の
詩
序
、
と
く
に
「
秋
晩
入
＞
洛
於
二
畢
公
宅
＿
別
道
王
＿
宴
序
」
を
直
接
の
典
拠
と
す
る

と
見
ら
れ
（
古
典
大
系
）

、
そ
の
場
合
、
「
査
姻
生
」
と
伺
じ
く
晩
秋
の
尿
と
意
識
さ
れ
た
面
も
考
慮
さ
れ
る
。
す
ぺ
て
の
景
物
が
そ
う
だ
と
い
う
わ
け

で
は
な
さ
そ
う
だ
が
、
景
物
に
よ
っ
て
は
、

一
往
の
原
則
を
も
ち
な
が
ら
も
そ
れ
以
外
に
も
適
宜
応
用
さ
れ
る
場
合
も
あ
る
の
が
実
情
の
ご
と
く
で
あ

る
。
本
稿
に
お
い
て
尿
物
の
季
節
を
言
う
場
合
に
、
「
お
よ
そ
」
「
原
則
と
し
て
」
と
こ
と
わ
る
の
は
、
こ
の
点
を
思
っ
て
の
こ
と
で
あ
る
。

雨
（
碑
）
の
詩
題
に
「
秋
日
」
と
あ
り
、
岡
の
詩
題
に
「
初
秋
」
と
あ
っ
て
一
致
し
な
い
点
が
気
に

こ
れ
は

3

僻
を
詩
序
向
と
同
じ
折
う
の
作
と
す
る
場
合
、

な
ら
な
い
で
は
な
い
。
し
か
し
、
「
初
秋
」
と
い
っ
て
も
「
秋
日
」
に
含
ま
れ
る
わ
け
て
あ
り
、
作
品
内
部
の
関
連
を
重
く
見
る
立
場
か
ら
、

決
定
的
な
齢
話
で
は
な
い
と
考
え
た
い
。
あ
る
い
は
、
詩
集
編
者
の
操
作
に
よ
っ
て
生
じ
た
相
違
で
も
あ
ろ
う
か
。

4

悛
風
泌
に
は
「
七
夕
」
に
「
菊
」
を
も
ち
出
し
た
例
が
あ
り

(g
)
、
初
秋
に
「
菊
」
に
言
及
す
る
こ
と
か
ま
っ
た
く
な
か
っ
た
と
は
言
え
な
い
。

し
か
し
、
そ
れ
は
例
外
的
な
場
合
で
あ
り
、
「
菊
」
と
あ
る
以
上
、
や
は
り
、
初
秋
と
は
判
定
し
に
く
い
。

注 上

代

の

詩

苑

こ
の

こ
と
を
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な
お
、
こ
れ
ら
十
首
に
交
え
て
披
露
さ
れ
た
は
ず
の
新
羅
使
の
作
は
、
い
っ
さ
い
残
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
よ
う
な
現
状
で
は
、
ど
う
し
て
も
考
察

に
十
全
を
期
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
面
が
残
る
。
帰
属
不
明
と
し
た
箇
の
措
置
な
ど
も
含
め
て
、

さ
ら
に
考
察
を
深
め
る
こ
と
に
つ
と
め
た
い
。

た

だ
、
箇
に
つ
い
て
は
、
そ
の
詩
題
の
下
に
「
賦
得
二
風
字
―
」
の
記
載
を
も
つ
こ
と
か
ら
、
探
甜
の
こ
と
を
伝
え
ぬ
問
の
席
に
属
す
る
も
の
で
な
い
ら
し

い
こ
と
だ
け
は
、
最
小
限
度
、
言
え
る
か
と
思
う
（
第
四
節
参
照
）
。
-

探
韻
が
当
日
当
座
で
課
せ
ら
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
に
古
く
村
上
朝
こ
ろ
の
成
立
と
さ
れ
る
「
新
儀
式
」
（
四
）
に
も
つ
ぎ
の
記
事
が
あ
り

参
考
に
な
る
。
「
花
鳥
余
情
」
も
こ
れ
ら
を
参
看
し
た
も
の
か
。

若
有
茄
密
史

、

予
以
二
其
器
面
空文
型
上
ー
。
依
伽
仰
近
衛
次
将
進
而
探
二
御
料
朗
一
献
上
之
。

次
親
王
已
下
文
人
以
乙
次
就
二
文
登
匹
〖
レ
M
l
o（
花
宴
市
）

な
お
、
当
面
の
探
制
の
文
字
は
、
す
べ
て
平
声
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
長
王
宅
新
紐
使
喪
応
に
お
け
る
探
部
は
、
た
ぶ
ん
古
詩
な
ど
の
文
字
を

分
け
た
も
の
で
は
な
か
ろ
う
こ
と
が
推
定
さ
れ
る
（
釈
泊
烈
『
快
風
蔽
新
釈
』
）
。

十
首
の
帰
属
を
め
ぐ
る
従
来
の
諸
説
の
多
く
が
神
亀
三
年
度
を
重
視
し
て
い
る
の
は
、
そ
の
方
向
に
お
い
て
は
正
し
か
っ
た
と
い
え
よ
う
。
岡
田
正

之
「
近
江
奈
良
朝
の
漠
文
学
」
が
十
首
す
べ
て
を
、
林
古
渓
「
懐
風
藻
新
註
」
が
僻
を
除
く
九
首
を
、
そ
れ
ぞ
れ
神
亀
三
年
度
の
も
の
と
推
定
し
、
小

島
返
之
「
上
代
日
本
文
学
と
中
国
文
学
」
下
が
す
べ
て
同
一
の
時
の
作
と
は
限
ら
ぬ
と
し
な
が
ら
も
「
一
般
に
は
神
亀
三
年
の
秋
と
み
る
べ
き
で
は
な

か
ら
う
か
。
」
と
さ
れ
て
い
る
の
な
ど
が、

そ
の
代
表
的
な
も
の
で
あ
る
。
た
だ
し

、

杉
本
行
夫
「
懐
風
藻
＇
—
|
作
品
の
類
群
的
研
究
初
稿
ー
」

（
国
語
と
国
文
r

子
ー
ニ
固
巻
一

0
,万
）
が
、
こ
の
立
場
を
重
視
す
る
一
方
、

「
宴
集
詩
の
序
が
二
つ
あ
り
、
探
領
詩
式
の
一
群
と
さ
う
で
な
い
詩
も
混
つ
て

ゐ
る
な
ど
、
一
回
の
宴
集
で
は
な
か
っ
た
と
考
へ
ら
れ
る
。
」
と
し
て
、
十
首
の
帰
属
に
つ
い
て
は
似
重
を
期
し
て
お
ら
れ
る
点
、
本
稲
に
と
っ
て
は
、

い
っ
そ
う
示
唆
に
富
む
。
な
お
、
こ
れ
ら
の
ほ
か
に
、
囮

一
首
が
神
亀
三
年
度
で
残
り
九
首
は
投
老
七
年
だ
と
す
る
説
（
右
母
田
正
「
詩
た
帝
客
」

H
本

古
典
文
r子
大
系j
j報
二
期
三
I
H
I
•

鈴
木
餡
民
「
養
老
期
の
日
羅
o
o係
」
国
学
院
雑
誌
六
八
巻
四
号
な
ど
）
も
あ
る
こ
と
を
、

一
往、
紹
介
し
て
お
く
。

長
王
宅
で
の
牲
応
が
も
っ
と
も
盛
ん
で
あ
っ
た
の
は
、
本
稿
に
よ
れ
ば
、
こ
の
折
り
と
推
測
さ
れ
る
。
こ
の
折
り
の
来
使
が
日
本
側
に
と
く
に
厚
く

処
迫
さ
れ
た
ら
し
い
こ
と
、
そ
の
辞
去
を
記
し
て
「
統
日
本
紀
」
が
通
例
の
「
還
蕃

・
帰
蕃
」
な
ど
の
語
を
用
い
ず
に
「
帰
国
」
と
表
現
し
て
い
る
点

に
も
反
映
が
認
め
ら
れ
る
。
こ
の
時
、
長
王
宅
に
お
い
て
も
、
功
労
の
金
順
貞
に
対
す
る
追
善
を
も
こ
め
て
使
節
へ
の
厚
い
も
て
な
し
が
用
意
さ
れ
た

こ
と
が
付
度
さ
れ
る
。
こ
の
宴
が
も
っ
と
も
盛
ん
で
あ
る
べ
き
ゆ
え
ん
は
、
こ
の
点
に
も
求
め
ら
れ
よ
う
。

，
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7
 

6
 

5
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